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豊かな海を未来へ
特集  海洋保全



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

表紙　
撮影：鈴木 革

バヌアツの首都ポートビラの
海。美しいサンゴ礁が広がり、リ
ゾート地としても親しまれている



特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

❶ 中国
❷ ノルウェー
❸ ベトナム
❹ タイ
❺ 米国
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一
人
当
た
り
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魚
介
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費
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キ
ロ
グ
ラ
ム
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M
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7,380万トン
（2014年）

9,340万トン
（2014年）

乱獲や沿岸開発などの影響によって、漁獲量の伸びは1990年ごろから停滞し、9,000万トンレベル
で頭打ちとなっている。2013年には、水産資源のうち３割弱が乱獲状態にあり、持続不可能な利用
であると評価された。

魚介類の純輸出収入は、他の主要な農産物の合計を上回っており、途上国にとって重要な外貨獲
得源となっている。

世界の水産物輸出額に占める開発途上国の割合は、かつては先進国より低かったが、その後シェア
が逆転し、2014年には54%に達した。一方、輸入額は先進国の方が高い割合を占める。

近年、水産食品の生産は主に漁獲漁業から、養殖対象種を増やす方向へと移行してきた。2014年
には食用として消費された魚介類の養殖生産量が、初めて天然の漁獲量を超えた。

世界の漁獲量と養殖生産量

水産物の貿易額

開発途上国における農水産物の純輸出収入（輸出額－輸入額）

食用として消費された魚介類の量
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漁業・養殖業の動向

水産物貿易の状況

輸出 ❶ 米国
❷ 日本
❸ 中国
❹ スペイン
❺ フランス

203億1,700万
148億4,400万
85億100万
70億5,100万
66億7,000万

輸入
上位５カ国（2014年／単位：米ドル） 上位５カ国（2014年／単位：米ドル）

牛乳

肉類
米 砂糖 コーヒー 魚介類バナナ

水
産物

の生産・貿易の重要性

食料と栄養の
安全保障

雇用・所得の
創出

国の経済発展
と成長

食品の供給

SUGAR

■開発途上国　■先進国■開発途上国　■先進国

1954 1964 1974 1994 2004 2014 （年）1984

全体の7％

全体の26％

海
洋
を
襲
う
異
変

そ
の
影
響
は
世
界
全
体
に

海
洋
国
の
権
利
と
責
任

人
類
の
共
同
財
産
を
守
る

　
地
球
表
面
の
７
割
を
占
め
る
海
洋
。

日
々
の
糧
を
得
る
場
と
し
て
、
あ
る
い

は
交
易
路
と
し
て
、
海
は
人
類
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ

の
一
方
で
、
人
類
が
海
に
与
え
る
負
の

影
響
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
生
活
や
産
業
と
密
着
し
た
湾
や

沿
岸
の
汚
染
処
理
や
資
源
管
理
な
ど
を

行
う
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
に

広
が
る
海
洋
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最

近
の
こ
と
だ
。

　「
海
洋
は
水
の
流
れ
を
通
じ
て
互
い

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
北
極
圏
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
付
近
で
冷
却
さ
れ
た
大

西
洋
の
水
は
重
く
な
っ
て
海
底
に
沈

み
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ア
フ

リ
カ
南
端
を
越
え
て
イ
ン
ド
洋
へ
、
南

極
で
冷
や
さ
れ
た
海
水
と
合
流
し
て
さ

ら
に
太
平
洋
を
東
へ
と
流
れ
ま
す
。
そ

し
て
長
い
旅
の
果
て
に
温
め
ら
れ
た
水

は
表
層
に
浮
き
上
が
り
、
今
度
は
逆
に

太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
を
西
進
し
て
ア
フ

リ
カ
の
南
を
回
り
、
大
西
洋
を
北
上
し

て
戻
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
、
海
洋
政

策
に
詳
し
い
笹
川
平
和
財
団
の
寺
島
紘

士
さ
ん
は
説
明
す
る
。「
海
洋
が
温
暖

化
す
れ
ば
、
南
極
や
北
極
で
海
水
を
冷

や
す
機
能
が
弱
ま
り
、
海
洋
深
層
水
の

大
循
環
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え

特集 海洋保全

無
制
限
な
漁
業
の
廃
止
、
沿
岸
域
・
海

域
の
少
な
く
と
も
10
％
保
全
な
ど
、
10

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

「
海
洋
の
管
理
」
原
則
の
下
に
海
洋
の
新

し
い
秩
序
を
定
め
た
国
連
海
洋
法
条
約

（
１
９
８
２
年
採
択
、
94
年
発
効
）
だ
。

　
領
海
を
沿
岸
12
カ
イ
リ
（
約
22
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
と
し
、
排
他
的

経
済
水
域
や
大
陸
棚
の
制
度
を
設
け
、

そ
の
外
側
の
海
域
を
人
類
の
共
同
財
産

と
定
め
て
深
海
底
制
度
を
構
築
し
た
国

連
海
洋
法
条
約
は
、
各
国
に
自
国
沿
岸

２
０
０
カ
イ
リ
（
約
３
７
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
の
広
大
な
海
域
の
排
他
的
な
開

発
利
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、
責
任
を

持
っ
て
そ
の
海
域
を
保
全
・
管
理
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
境
界
が
な
く
、

魚
が
広
く
回
遊
す
る
海
で
は
、
一
カ
所

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
だ
け
で
広
範
囲

に
影
響
が
広
が
る
た
め
、
無
秩
序
な
海

洋
の
開
発
利
用
は
予
測
不
可
能
な
リ
ス

ク
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
２
０
１
０

年
代
に
入
る
と
、
海
洋
の
保
全
と
持
続

可
能
な
開
発
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な

議
論
と
取
り
組
み
が
さ
ら
に
活
発
化
し

て
い
る
。
海
洋
は
人
々
の
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
不
用
意
な
こ
と
を
す
れ
ば

人
々
の
生
活
基
盤
は
大
き
く
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
浸
透

豊か な海を未来へ

水産をめぐる世界の現状

し
つ
つ
あ
る
の
だ
。　

　
学
者
や
専
門
家
が
国
際
的
に
海
洋
の

保
全
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
国
や
一
般
の
人
々
に
は
そ
の

危
機
感
が
ま
だ
十
分
に
届
い
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
海
上
輸
送
、
漁
業
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
科
学
技
術
な

ど
海
洋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

行
政
は
、
担
当
が
複
数
の
省
庁
に
分
か

れ
て
お
り
、
総
合
的
な
議
論
や
対
策
立

案
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

２
０
０
７
年
に
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
海
洋
の
諸
問
題
に
総
合
的
に
取
り

組
む
枠
組
が
構
築
さ
れ
た
が
、
海
洋
保

全
の
国
際
的
流
れ
の
中
で
は
、
い
ま
だ

他
国
と
比
べ
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
今
年
６
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
14
を
推
進
す
る
た
め
の
国
連
海

洋
会
議
が
開
か
れ
、
海
洋
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
世
界
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ

た
。
国
連
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
各

国
の
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
に
含
ま

れ
な
い
海
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
の
あ
る
文
書
作
成
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
お
り
、
公
海
に
お
い
て
も
生
物

多
様
性
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
進
ん

で
い
る
。

　
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
気
候
的
特
色
を
備
え
た
海
に
囲
ま

れ
、
多
く
の
豊
か
な
漁
場
を
抱
え
る
日

本
。「
日
本
は
海
洋
・
海
洋
資
源
の
保

全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
も
っ
と
積
極

　地球の表面積の７割を占める海洋。
2015年に国連総会で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）では、

「目標14：海洋及び海洋資源の保全と持続可能な利用」が世界的な目標の一つに掲げられた。 
豊かな海を守るために、私たちにできることは何だろう。

ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
各
地

の
気
候
、
環
境
、
生
態
系
に
大
き
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
」

　
も
う
一
つ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増

加
を
め
ぐ
っ
て
海
洋
が
直
面
し
て
い
る

課
題
が
酸
性
化
だ
。
二
酸
化
炭
素
が
水

に
溶
け
る
と
、
水
は
酸
性
化
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
合
成
が

妨
げ
ら
れ
、
貝
や
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
殻
な
ど
を
つ
く
る

生
き
物
に
悪
影
響
が
出
る
の
だ
。
一
説

に
は
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を

燃
や
し
て
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
半
分

を
海
洋
が
吸
収
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
、
そ
の
影
響
が
海
洋
環
境
を
大
き
く

変
え
つ
つ
あ
る
。「
海
洋
・
海
洋
資
源

の
保
全
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
は
、
人
間
の
生
活
に
直
結
す
る
海
洋

汚
染
の
防
止
や
水
産
資
源
の
維
持
管
理

が
主
な
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
海
洋

環
境
や
生
態
系
そ
の
も
の
が
課
題
だ
と

い
う
認
識
が
高
ま
り
、
海
洋
の
総
合
的

管
理
と
持
続
可
能
な
利
用
が
必
要
と
い

う
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
延
長
上

に
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
目
標
14
が
あ
り
ま
す
」

　〝
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〞
と
い
う

標
語
に
象
徴
さ
れ
る
目
標
14
は
、
陸
上

活
動
に
よ
る
汚
染
な
ど
あ
ら
ゆ
る
海
洋

汚
染
の
防
止
、
海
洋
生
態
系
の
回
復
、

海
洋
酸
性
化
の
影
響
最
小
化
、
水
産
資

源
回
復
の
た
め
の
漁
獲
の
規
制
、
違
法
・

編集協力：笹川平和財団 参与 寺島紘士氏

的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
寺
島
さ
ん
は
強
調
す
る
。「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
14
を
、
分
野
や
省
庁
を
横

断
し
、
国
際
社
会
や
近
隣
諸
国
と
積
極
的

に
連
携
協
働
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」

　
日
本
は
か
つ
て
、
経
済
活
動
を
通
し
て

沿
岸
の
環
境
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、

そ
の
反
省
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
寺
島
さ
ん
は
、
日
本
の
経

験
は
太
平
洋
島
し
ょ
国
な
ど
、
多
く
の

国
々
の
た
め
に
活
用
で
き
る
は
ず
だ
と
強

調
す
る
。
た
と
え
ば
、
産
業
の
発
展
に
伴

う
水
質
汚
染
は
水
俣
病
な
ど
の
深
刻
な
公

害
問
題
を
生
ん
だ
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
克
服
し
、
そ
の
反
省
か
ら
水
質
汚
染
防

止
法
を
整
備
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
開
発
に
よ
り
生
じ

た
赤
土
が
海
に
流
出
し
、
サ
ン
ゴ
礁
に
被

害
を
与
え
た
経
験
か
ら
、
赤
土
問
題
の
解

決
に
向
け
た
研
究
と
対
策
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
と

同
様
、
小
規
模
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
こ
と

も
、
知
見
の
共
有
を
通
し
て
水
産
資
源
の

管
理
や
漁
業
の
振
興
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
一
国
の
力
や
知
恵
の
み
で
な
く
、

諸
国
と
手
を
携
え
、
連
携
協
働
す
る
こ
と

で
、
海
洋
保
全
の
取
り
組
み
の
効
果
は
高

ま
る
だ
ろ
う
。

　
排
他
的
経
済
水
域
と
海
岸
線
の
長
さ
が

い
ず
れ
も
世
界
６
位
で
、
海
と
共
に
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
日
本
。
世
界
の
海
洋
国
の

一
員
と
し
て
、
海
の
未
来
を
守
る
責
任
は

重
大
だ
。

日本の食卓を支える海の幸。近年、日本、そして世界の水産業界を取り巻く環境は変わりつつある。
SDGsのゴール14に掲げられたように、水産資源の管理が国際社会全体の課題として叫ばれるようになったのはなぜなのか。

漁業・養殖業や貿易などに関するデータをもとに考えてみよう。

※出典：FAO世界漁業・養殖業白書 2016 年
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特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

❶ 中国
❷ ノルウェー
❸ ベトナム
❹ タイ
❺ 米国

209億8,000万
108億300万
80億2,900万
65億6,500万
61億4,400万

1950
0

2,000万

0
-50億

50億

150億

-150億

-250億

4,000万

6,000万

8,000万

1億

1億2,000万

1億4,000万

1億6,000万

1億8,000万
（トン）

1960 1970 1980 1990 2000 2014（年）

■漁獲量　■養殖生産量

■漁獲量　■養殖生産量

■1993年　■2003年　■2013年

一
人
当
た
り
の
魚
介
類
消
費
量
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

1994

200億

0

400億

600億

800億

1,000億

1,200億

（米ドル）

200億

0

400億

600億

800億

1,000億

1,200億

（米ドル）

1998 2002 2006 2010 2014（年） 1994 1998 2002 2006 2010 2014（年）

250億

350億

450億

（米ドル）

M
ILK

7,380万トン
（2014年）

9,340万トン
（2014年）

乱獲や沿岸開発などの影響によって、漁獲量の伸びは1990年ごろから停滞し、9,000万トンレベル
で頭打ちとなっている。2013年には、水産資源のうち３割弱が乱獲状態にあり、持続不可能な利用
であると評価された。

魚介類の純輸出収入は、他の主要な農産物の合計を上回っており、途上国にとって重要な外貨獲
得源となっている。

世界の水産物輸出額に占める開発途上国の割合は、かつては先進国より低かったが、その後シェア
が逆転し、2014年には54%に達した。一方、輸入額は先進国の方が高い割合を占める。

近年、水産食品の生産は主に漁獲漁業から、養殖対象種を増やす方向へと移行してきた。2014年
には食用として消費された魚介類の養殖生産量が、初めて天然の漁獲量を超えた。

世界の漁獲量と養殖生産量

水産物の貿易額

開発途上国における農水産物の純輸出収入（輸出額－輸入額）

食用として消費された魚介類の量

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20 初めて
全体の50％
以上に

漁業・養殖業の動向

水産物貿易の状況

輸出 ❶ 米国
❷ 日本
❸ 中国
❹ スペイン
❺ フランス

203億1,700万
148億4,400万
85億100万
70億5,100万
66億7,000万

輸入
上位５カ国（2014年／単位：米ドル） 上位５カ国（2014年／単位：米ドル）

牛乳

肉類
米 砂糖 コーヒー 魚介類バナナ

水
産物

の生産・貿易の重要性

食料と栄養の
安全保障

雇用・所得の
創出

国の経済発展
と成長

食品の供給

SUGAR

■開発途上国　■先進国■開発途上国　■先進国

1954 1964 1974 1994 2004 2014 （年）1984

全体の7％

全体の26％

海
洋
を
襲
う
異
変

そ
の
影
響
は
世
界
全
体
に

海
洋
国
の
権
利
と
責
任

人
類
の
共
同
財
産
を
守
る

　
地
球
表
面
の
７
割
を
占
め
る
海
洋
。

日
々
の
糧
を
得
る
場
と
し
て
、
あ
る
い

は
交
易
路
と
し
て
、
海
は
人
類
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ

の
一
方
で
、
人
類
が
海
に
与
え
る
負
の

影
響
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
生
活
や
産
業
と
密
着
し
た
湾
や

沿
岸
の
汚
染
処
理
や
資
源
管
理
な
ど
を

行
う
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
に

広
が
る
海
洋
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最

近
の
こ
と
だ
。

　「
海
洋
は
水
の
流
れ
を
通
じ
て
互
い

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
北
極
圏
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
付
近
で
冷
却
さ
れ
た
大

西
洋
の
水
は
重
く
な
っ
て
海
底
に
沈

み
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ア
フ

リ
カ
南
端
を
越
え
て
イ
ン
ド
洋
へ
、
南

極
で
冷
や
さ
れ
た
海
水
と
合
流
し
て
さ

ら
に
太
平
洋
を
東
へ
と
流
れ
ま
す
。
そ

し
て
長
い
旅
の
果
て
に
温
め
ら
れ
た
水

は
表
層
に
浮
き
上
が
り
、
今
度
は
逆
に

太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
を
西
進
し
て
ア
フ

リ
カ
の
南
を
回
り
、
大
西
洋
を
北
上
し

て
戻
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
、
海
洋
政

策
に
詳
し
い
笹
川
平
和
財
団
の
寺
島
紘

士
さ
ん
は
説
明
す
る
。「
海
洋
が
温
暖

化
す
れ
ば
、
南
極
や
北
極
で
海
水
を
冷

や
す
機
能
が
弱
ま
り
、
海
洋
深
層
水
の

大
循
環
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え

特集 海洋保全

無
制
限
な
漁
業
の
廃
止
、
沿
岸
域
・
海

域
の
少
な
く
と
も
10
％
保
全
な
ど
、
10

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

「
海
洋
の
管
理
」
原
則
の
下
に
海
洋
の
新

し
い
秩
序
を
定
め
た
国
連
海
洋
法
条
約

（
１
９
８
２
年
採
択
、
94
年
発
効
）
だ
。

　
領
海
を
沿
岸
12
カ
イ
リ
（
約
22
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
と
し
、
排
他
的

経
済
水
域
や
大
陸
棚
の
制
度
を
設
け
、

そ
の
外
側
の
海
域
を
人
類
の
共
同
財
産

と
定
め
て
深
海
底
制
度
を
構
築
し
た
国

連
海
洋
法
条
約
は
、
各
国
に
自
国
沿
岸

２
０
０
カ
イ
リ
（
約
３
７
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
の
広
大
な
海
域
の
排
他
的
な
開

発
利
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、
責
任
を

持
っ
て
そ
の
海
域
を
保
全
・
管
理
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
境
界
が
な
く
、

魚
が
広
く
回
遊
す
る
海
で
は
、
一
カ
所

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
だ
け
で
広
範
囲

に
影
響
が
広
が
る
た
め
、
無
秩
序
な
海

洋
の
開
発
利
用
は
予
測
不
可
能
な
リ
ス

ク
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
２
０
１
０

年
代
に
入
る
と
、
海
洋
の
保
全
と
持
続

可
能
な
開
発
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な

議
論
と
取
り
組
み
が
さ
ら
に
活
発
化
し

て
い
る
。
海
洋
は
人
々
の
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
不
用
意
な
こ
と
を
す
れ
ば

人
々
の
生
活
基
盤
は
大
き
く
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
浸
透

豊か な海を未来へ

水産をめぐる世界の現状

し
つ
つ
あ
る
の
だ
。　

　
学
者
や
専
門
家
が
国
際
的
に
海
洋
の

保
全
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
国
や
一
般
の
人
々
に
は
そ
の

危
機
感
が
ま
だ
十
分
に
届
い
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
海
上
輸
送
、
漁
業
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
科
学
技
術
な

ど
海
洋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

行
政
は
、
担
当
が
複
数
の
省
庁
に
分
か

れ
て
お
り
、
総
合
的
な
議
論
や
対
策
立

案
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

２
０
０
７
年
に
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
海
洋
の
諸
問
題
に
総
合
的
に
取
り

組
む
枠
組
が
構
築
さ
れ
た
が
、
海
洋
保

全
の
国
際
的
流
れ
の
中
で
は
、
い
ま
だ

他
国
と
比
べ
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
今
年
６
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
14
を
推
進
す
る
た
め
の
国
連
海

洋
会
議
が
開
か
れ
、
海
洋
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
世
界
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ

た
。
国
連
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
各

国
の
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
に
含
ま

れ
な
い
海
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
の
あ
る
文
書
作
成
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
お
り
、
公
海
に
お
い
て
も
生
物

多
様
性
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
進
ん

で
い
る
。

　
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
気
候
的
特
色
を
備
え
た
海
に
囲
ま

れ
、
多
く
の
豊
か
な
漁
場
を
抱
え
る
日

本
。「
日
本
は
海
洋
・
海
洋
資
源
の
保

全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
も
っ
と
積
極

　地球の表面積の７割を占める海洋。
2015年に国連総会で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）では、

「目標14：海洋及び海洋資源の保全と持続可能な利用」が世界的な目標の一つに掲げられた。 
豊かな海を守るために、私たちにできることは何だろう。

ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
各
地

の
気
候
、
環
境
、
生
態
系
に
大
き
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
」

　
も
う
一
つ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増

加
を
め
ぐ
っ
て
海
洋
が
直
面
し
て
い
る

課
題
が
酸
性
化
だ
。
二
酸
化
炭
素
が
水

に
溶
け
る
と
、
水
は
酸
性
化
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
合
成
が

妨
げ
ら
れ
、
貝
や
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
殻
な
ど
を
つ
く
る

生
き
物
に
悪
影
響
が
出
る
の
だ
。
一
説

に
は
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を

燃
や
し
て
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
半
分

を
海
洋
が
吸
収
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
、
そ
の
影
響
が
海
洋
環
境
を
大
き
く

変
え
つ
つ
あ
る
。「
海
洋
・
海
洋
資
源

の
保
全
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
は
、
人
間
の
生
活
に
直
結
す
る
海
洋

汚
染
の
防
止
や
水
産
資
源
の
維
持
管
理

が
主
な
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
海
洋

環
境
や
生
態
系
そ
の
も
の
が
課
題
だ
と

い
う
認
識
が
高
ま
り
、
海
洋
の
総
合
的

管
理
と
持
続
可
能
な
利
用
が
必
要
と
い

う
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
延
長
上

に
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
目
標
14
が
あ
り
ま
す
」

　〝
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〞
と
い
う

標
語
に
象
徴
さ
れ
る
目
標
14
は
、
陸
上

活
動
に
よ
る
汚
染
な
ど
あ
ら
ゆ
る
海
洋

汚
染
の
防
止
、
海
洋
生
態
系
の
回
復
、

海
洋
酸
性
化
の
影
響
最
小
化
、
水
産
資

源
回
復
の
た
め
の
漁
獲
の
規
制
、
違
法
・

編集協力：笹川平和財団 参与 寺島紘士氏

的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
寺
島
さ
ん
は
強
調
す
る
。「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
14
を
、
分
野
や
省
庁
を
横

断
し
、
国
際
社
会
や
近
隣
諸
国
と
積
極
的

に
連
携
協
働
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」

　
日
本
は
か
つ
て
、
経
済
活
動
を
通
し
て

沿
岸
の
環
境
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、

そ
の
反
省
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
寺
島
さ
ん
は
、
日
本
の
経

験
は
太
平
洋
島
し
ょ
国
な
ど
、
多
く
の

国
々
の
た
め
に
活
用
で
き
る
は
ず
だ
と
強

調
す
る
。
た
と
え
ば
、
産
業
の
発
展
に
伴

う
水
質
汚
染
は
水
俣
病
な
ど
の
深
刻
な
公

害
問
題
を
生
ん
だ
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
克
服
し
、
そ
の
反
省
か
ら
水
質
汚
染
防

止
法
を
整
備
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
開
発
に
よ
り
生
じ

た
赤
土
が
海
に
流
出
し
、
サ
ン
ゴ
礁
に
被

害
を
与
え
た
経
験
か
ら
、
赤
土
問
題
の
解

決
に
向
け
た
研
究
と
対
策
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
と

同
様
、
小
規
模
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
こ
と

も
、
知
見
の
共
有
を
通
し
て
水
産
資
源
の

管
理
や
漁
業
の
振
興
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
一
国
の
力
や
知
恵
の
み
で
な
く
、

諸
国
と
手
を
携
え
、
連
携
協
働
す
る
こ
と

で
、
海
洋
保
全
の
取
り
組
み
の
効
果
は
高

ま
る
だ
ろ
う
。

　
排
他
的
経
済
水
域
と
海
岸
線
の
長
さ
が

い
ず
れ
も
世
界
６
位
で
、
海
と
共
に
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
日
本
。
世
界
の
海
洋
国
の

一
員
と
し
て
、
海
の
未
来
を
守
る
責
任
は

重
大
だ
。

日本の食卓を支える海の幸。近年、日本、そして世界の水産業界を取り巻く環境は変わりつつある。
SDGsのゴール14に掲げられたように、水産資源の管理が国際社会全体の課題として叫ばれるようになったのはなぜなのか。

漁業・養殖業や貿易などに関するデータをもとに考えてみよう。

※出典：FAO世界漁業・養殖業白書 2016 年
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バ
ヌ
ア
ツ
の
漁
は
、
伝
統
的
に
「
前

浜
」
と
呼
ば
れ
る
浅
瀬
の
沿
岸
部
で
行

わ
れ
て
き
た
。
女
性
は
浅
瀬
を
歩
い
て

貝
を
拾
い
、
男
性
は
カ
ヌ
ー
で
少
し
深

い
所
へ
行
き
魚
を
捕
る
。
現
代
に
お
い

て
も
そ
の
生
活
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
が

近
年
、
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
前
浜
の

資
源
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
、

食
用
や
螺
鈿
細
工
の
素
材
向
け
に
輸
出

品
と
し
て
も
経
済
価
値
の
高
か
っ
た
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
〜

90
年
代
初
頭
に
乱
獲
が
進
み
、
首
都
ポ

ー
ト
ビ
ラ
の
あ
る
エ
フ
ァ
テ
島
か
ら
ほ

ぼ
消
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
漁
師

た
ち
の
収
入
を
圧
迫
す
る
一
方
、
魚
介

類
は
肉
よ
り
も
高
値
で
売
買
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
豊
か
な
前
浜
を
取
り
戻
す
に
は
、
適

切
な
資
源
管
理
が
必
要
に
な
る
。
同
国

で
は
こ
れ
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

ま
と
め
る
チ
ー
フ
（
酋
長
）
が
禁
漁
区

を
設
定
す
る
な
ど
、
地
域
ご
と
に
独
自

の
資
源
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
禁
漁
区
以
外
で
は
無
計
画
に
漁
が

続
け
ら
れ
る
な
ど
そ
の
効
果
は
限
定
的

だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
の

が
、
J
I
C
A
の
「
豊
か
な
前
浜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
農
業
・
畜
産
・
林
業
・

水
産
・
検
疫
省
（
M
A
L
F
F
B
）
の

水
産
局
と
共
に
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
や
タ
カ

セ
ガ
イ
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
な
ど
、
資
源
の

状
況
が
観
察
し
や
す
い
貝
類
に
焦
点
を

絞
り
、
エ
フ
ァ
テ
島
に
あ
る
４
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
稚
貝
の
放
流
や
親
貝

の
移
植
、
資
源
管
理
計
画
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
主
体
の

資
源
管
理
も
導
入
。
２
０
１
１
年
に
エ

フ
ァ
テ
島
を
含
む
３
島
で
始
ま
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
期
で
は
、
特
に
こ

の
活
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
同
国

で
も
と
も
と
行
わ
れ
て
い
た
資
源
管
理

の
慣
習
を
生
か
し
、
チ
ー
フ
の
下
に
住

民
に
よ
る
資
源
管
理
委
員
会
を
組
織

し
、
禁
漁
区
や
禁
漁
期
な
ど
、
水
産
局

の
専
門
的
な
助
言
を
踏
ま
え
た
自
主
的

な
資
源
管
理
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め

た
。
組
織
作
り
を
支
援
し
た
ア
イ
・
シ

ー
・
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
世
古
明
也
シ

ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、「
発
言
力

の
弱
い
若
者
や
女
性
も
委
員
会
に
加
え

る
こ
と
を
水
産
局
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

マンガリリウ村の前浜でヤコウガイを持つ研修員。
世界遺産の一つである岩手県の中尊寺金色堂な
どで見られる螺鈿細工に使用される貴重な貝だ

バヌアツで今も一般的に
使われている手漕ぎカヌー

マンガリリウ村の若きチーフ。昨年亡く
なった先代チーフの遺志を継ぎ、資源
管理を積極的に進めている

研修員にディベートの内容について説明する
水産局のアモスさん（左から2人目）

も
ら
い
、
住
民
全
体
が
資
源
管
理
に
関

わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
自
発
的
な
取
り
組
み
の
推
進
は
、
地

元
漁
師
た
ち
の
意
識
を
変
え
た
。
そ
の

例
の
一
つ
が
、
エ
フ
ァ
テ
島
の
北
に
あ

る
レ
レ
パ
島
だ
。
２
０
１
５
年
３
月
、

超
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
パ
ム
」
に
襲
わ

れ
た
際
、
同
島
の
資
源
管
理
委
員
会
が

緊
急
招
集
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
水
産

局
の
代
わ
り
に
現
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及
員

も
務
め
る
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ル
ソ
ン
さ
ん

は
、「
食
料
を
確
保
す
る
た
め
禁
漁
区

を
開
放
し
よ
う
」
と
提
案
し
た
。
同
じ

よ
う
な
対
策
は
他
の
地
域
で
も
と
ら
れ

た
が
、
多
く
は
開
放
さ
れ
た
ま
ま
放
置

さ
れ
た
。
だ
が
カ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、
開

放
中
も
海
域
の
監
視
を
続
け
、
１
カ
月

後
に
再
び
禁
漁
区
へ
と
戻
し
た
の
だ
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
資
源
管
理
の

産
局
調
査
養
殖
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ソ
ン

ペ
ッ
ト
・
ガ
レ
ヴ
ァ
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
る
。

　
貝
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
場
所
の
一

つ
、
エ
フ
ァ
テ
島
北
部
の
マ
ン
ガ
リ
リ

ウ
村
。
10
月
上
旬
、
関
係
者
向
け
の
研

修
の
一
環
で
浅
瀬
を
訪
れ
た
研
修
員
た

ち
は
、
夢
中
に
な
っ
て
貝
を
探
し
て
い

た
。
一
人
が
手
の
平
よ
り
も
大
き
な
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
を
両
手
に
持
ち
、
写
真
撮
影

を
し
て
い
る
。
村
の
チ
ー
フ
で
あ
る
モ

ル
・
モ
ル
さ
ん
は
、「
こ
の
村
に
は
も

と
も
と
資
源
管
理
組
織
が
あ
り
ま
し
た

が
、
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ア
ネ

イ
チ
ュ
ム
島
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
改

善
し
て
い
く
う
ち
、
住
民
た
ち
も
ル
ー

ル
を
尊
重
し
た
資
源
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
と
は
い
え
、
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
ぜ
な

ら
、
管
理
海
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
、

短
期
的
に
見
れ
ば
住
民
た
ち
の
食
料
確

保
や
収
入
手
段
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
住
民
の
生
計
手
段
の
多
様
化
も
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
前
浜
よ

り
も
沖
合
で
漁
を
す
る
た
め
の
浮
漁
礁

や
流
通
の
た
め
の
ソ
ー
ラ
ー
冷
蔵
庫
の

導
入
だ
。
マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
で
は
、
他

に
も
村
の
女
性
た
ち
に
よ
る
貝
細
工
作

り
を
支
援
し
た
。
貝
を
よ
り
き
れ
い
に

磨
く
材
料
を
調
達
し
、
商
品
の
コ
ス
ト

や
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
な
ど
を
女
性
た
ち

と
話
し
合
っ
た
他
、
売
り
上
げ
の
一
部

を
資
源
管
理
に
充
て
る
こ
と
を
消
費
者

に
示
す
〝
エ
コ
ラ
ベ
ル
〞
も
開
発
し
た
。

　
こ
の
貝
細
工
に
興
味
を
示
し
た
の

は
、
来
年
か
ら
本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
る
エ
マ
エ
島
か
ら
研
修
に
参

加
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及
員
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
と
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ロ
イ
・
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
だ
。
ピ
ー

タ
ー
さ
ん
は
、
エ
マ
エ
島
に
以
前
か
ら

あ
る
「Fenuataii

」（
現
地
の
言
葉
で
〞

陸
と
海
〞
の
意
）
と
い
う
資
源
管
理
組

織
の
代
表
を
務
め
て
い
る
。「
我
々
は

既
に
禁
漁
区
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
管

理
手
法
が
確
立
で
き
て
い
な
い
た
め
、

他
の
村
の
事
例
か
ら
色
々
と
学
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
村
を
見
学
し
た
後
、
研
修
員
た
ち
は

集
会
所
に
集
ま
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
た
。「
マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
資
源
面
、
経
済
面
な

ど
４
つ
の
観
点
か
ら
持
続
可
能
性
が
あ

る
か
ど
う
か
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
大
き
な
声

で
説
明
し
て
い
る
の
は
、
水
産
局
普
及

部
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
モ
ス
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
日
本
の
専
門
家
と
一
緒
に
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
住
民
主
体
の
資
源
管
理

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
物
だ
。

研
修
の
進
行
や
ま
と
め
役
も
担
う
彼

を
、
世
古
さ
ん
ら
は
何
も
言
わ
ず
見
守

っ
て
い
る
。
彼
ら
に
責
任
感
や
当
事
者

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
当
初
、

ア
モ
ス
さ
ん
ら
水
産
局
の
職
員
は
学
歴

の
高
さ
か
ら
エ
リ
ー
ト
意
識
が
強
く
、

住
民
に
対
し
て
高
圧
的
な
態
度
を
と
っ

て
い
た
。
だ
が
、
住
民
を
尊
重
し
寄
り

添
い
な
が
ら
支
援
を
進
め
る
日
本
の
専

門
家
を
見
て
、
姿
勢
が
変
わ
っ
た
と
い

う
。
ア
モ
ス
さ
ん
は
、「
我
々
の
組
織

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
ベ
ー
ス
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
ア
モ
ス
さ
ん
は
さ
ら
に
、
州
政
府
を

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
巻
き
込
む
こ
と

を
世
古
さ
ん
に
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

枯
渇
す
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ

住
民
主
体
で
資
源
管
理
を
目
指
す

マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
で
研
修

多
様
な
代
替
生
計
手
段
を
見
学

受
け
継
が
れ
る
意
思

国
の
開
発
計
画
に
反
映

特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
我
々
は
昨
年
末
、
新
た
な
漁
業
政

策
を
策
定
し
、
そ
こ
に
住
民
主
体
の
資

源
管
理
の
普
及
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
て

も
我
々
が
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
い

う
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
も
う
一
人
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

大
き
な
影
響
を
受
け
た
人
物
が
い
る
。

M
A
L
F
F
B
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ

ン
次
官
だ
。
シ
ン
次
官
は
昨
年
、
２
０

３
０
年
ま
で
の
国
家
開
発
計
画
「
バ
ヌ

ア
ツ
２
０
３
０
」
の
策
定
に
携
わ
り
、

こ
の
計
画
の
柱
を
経
済
、
環
境
、
社
会

の
３
つ
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。「
こ

れ
ま
で
バ
ヌ
ア
ツ
政
府
は
、
増
税
で
財

政
を
増
や
す
と
い
う
よ
う
な
経
済
だ
け

を
見
た
開
発
計
画
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
環
境
の
改
善
や
人
々
の
生
活
お
よ

び
社
会
の
向
上
が
国
を
発
展
さ
せ
る
と

い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た
の
で
す
。
私

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
こ
の
視
点

を
学
び
、
国
全
体
の
開
発
計
画
に
生
か

し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」
と
教
え
て

く
れ
た
。

　
日
本
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
自
ら
の

手
で
自
然
と
の
共
生
の
道
を
探
り
始
め

た
バ
ヌ
ア
ツ
。
彼
ら
の
経
験
に
は
、
隣

国
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
も
注
目
し
て
お

り
、
現
在
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

形
成
に
向
け
現
地
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
大
洋
州
の
海
に
広
が
り
始
め
た
住

民
主
体
の
資
源
管
理
を
、
日
本
は
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
い
く
。

（
編
集
部 

川
田
沙
姫
）

け
て
、
世
古
さ
ん
も
各
州
政
府
で
地
域

の
開
発
計
画
を
担
当
す
る
〝
エ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ル
〞
を
中
心
に
資
源
管
理
計
画

を
作
る
仕
組
み
を
模
索
し
て
い
る
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、
水
産

局
か
ら
は
資
源
管
理
、
保
健
局
か
ら
は

衛
生
な
ど
、
別
々
に
言
わ
れ
て
も
混
乱

し
て
し
ま
い
ま
す
。
全
体
の
開
発
計
画

を
示
し
て
、
そ
の
う
ち
資
源
管
理
は
他

の
分
野
と
ど
う
関
連
し
、
最
終
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
に
ど
う
つ
な
が

る
か
を
示
せ
ば
理
解
が
深
ま
る
は
ず
で

す
。
そ
の
役
割
を
エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ル

が
担
う
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
」
と
、

世
古
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
す
で
に
、

エ
マ
エ
島
で
は
エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ル
の

下
で
実
際
に
計
画
を
策
定
す
る
〝
エ
リ

ア
セ
ク
レ
タ
リ
ー
〞
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
が
動
い
て
い
る
。

「
現
在
、
資
源
管
理
だ
け
で
な
く
農
業

や
若
者
、
障
害
者
な
ど
６
分
野
で
開
発

計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
各
分
野
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
後
、
テ
ィ
ラ
ピ

ア
の
養
殖
や
効
率
的
な
流
通
経
路
の
開

拓
、
干
物
や
燻
製
と
い
っ
た
水
産
加
工

な
ど
、
水
産
業
の
振
興
も
支
援
し
て
い

く
。
水
産
局
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ナ
ビ
テ

ィ
局
長
代
理
は
、「
単
な
る
物
資
供
与

で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
住
民
た
ち

の
意
識
改
革
を
進
め
て
く
れ
た
こ
の
プ

大
切
さ
を
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
私
も

放
置
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、

カ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
語
る
。

　
他
方
、
同
国
最
南
部
に
位
置
す
る
ア

ネ
イ
チ
ュ
ム
島
で
は
、
も
と
も
と
住
民

に
よ
る
資
源
管
理
が
あ
る
程
度
進
ん
で

お
り
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
保
護
に
も
成
功

し
て
い
た
。
エ
フ
ァ
テ
島
で
放
流
し
た

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
母
貝
は
、
こ
の
島
の
も

の
だ
。
課
題
は
、
前
浜
を
伝
統
的
に
所

有
す
る
一
族
を
資
源
管
理
活
動
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
資
源

管
理
委
員
会
が
こ
の
所
有
者
に
活
動
の

意
義
を
説
明
し
理
解
を
促
し
た
と
こ

ろ
、
住
民
に
よ
る
管
理
区
域
を
６
カ
所

設
け
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
が
上
手
く

回
り
始
め
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及

員
の
ル
ー
ベ
ン
・
ネ
リ
ア
ム
さ
ん
は
、

「
こ
の
島
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
か
ら
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
頻
繁
に
や

っ
て
き
ま
す
。
沿
岸
資
源
が
増
え
る
こ

と
で
観
光
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
、
そ
れ
が
住
民
た
ち
の
資
源
管
理
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変
化
は
、
実
際

に
資
源
の
回
復
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
年
３
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
３
期

が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
第
１
期

に
放
流
し
た
オ
オ
ジ
ャ
コ
ガ
イ
や
ヤ
コ

ウ
ガ
イ
が
広
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
の
だ
。「
エ
フ
ァ
テ

島
の
い
く
つ
か
の
場
所
で
は
新
た
な
稚

貝
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

て
、
非
常
に
興
奮
し
ま
し
た
」
と
、
水

よみがえる前浜

写真＝鈴木革（写真家）

バヌアツ

From  Vanuatu

特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

バヌアツにおいて魚は貴重なタンパク源。マーケットでは、伝統
食ラップラップに魚を添えて売っていた

エファテ島

オーストラリアの東に浮かぶ大小80以上の島からなるバヌアツ。
沿岸部は、サンゴ礁を中心に豊かな生態系に恵まれている。

だが一時期、ヤコウガイなど一部の水産資源が枯渇の危機に瀕した。
この動きに歯止めをかけるため、

今、住民主体の資源管理が進められている。

ら  でん

マンガリリウ村のオオジャコガイ。プロジェクトの第１期でトンガから移植された母貝が成長し、再生産されている

MALFFBのシン次官

エコラベルがついた
貝細工。ラベルの作
成には、水産局配
属の青年海外協力
隊員も協力している

パンダナスの葉でポー
チを編むマンガリリウ村
の女性。これらは貝細
工と共に村の入り口に
ある土産物屋で販売し
ている

フ
ェ
ヌ
ア
タ
イ

ら  

で
ん
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バ
ヌ
ア
ツ
の
漁
は
、
伝
統
的
に
「
前

浜
」
と
呼
ば
れ
る
浅
瀬
の
沿
岸
部
で
行

わ
れ
て
き
た
。
女
性
は
浅
瀬
を
歩
い
て

貝
を
拾
い
、
男
性
は
カ
ヌ
ー
で
少
し
深

い
所
へ
行
き
魚
を
捕
る
。
現
代
に
お
い

て
も
そ
の
生
活
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
が

近
年
、
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
前
浜
の

資
源
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
、

食
用
や
螺
鈿
細
工
の
素
材
向
け
に
輸
出

品
と
し
て
も
経
済
価
値
の
高
か
っ
た
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
〜

90
年
代
初
頭
に
乱
獲
が
進
み
、
首
都
ポ

ー
ト
ビ
ラ
の
あ
る
エ
フ
ァ
テ
島
か
ら
ほ

ぼ
消
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
漁
師

た
ち
の
収
入
を
圧
迫
す
る
一
方
、
魚
介

類
は
肉
よ
り
も
高
値
で
売
買
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
豊
か
な
前
浜
を
取
り
戻
す
に
は
、
適

切
な
資
源
管
理
が
必
要
に
な
る
。
同
国

で
は
こ
れ
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

ま
と
め
る
チ
ー
フ
（
酋
長
）
が
禁
漁
区

を
設
定
す
る
な
ど
、
地
域
ご
と
に
独
自

の
資
源
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
禁
漁
区
以
外
で
は
無
計
画
に
漁
が

続
け
ら
れ
る
な
ど
そ
の
効
果
は
限
定
的

だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
の

が
、
J
I
C
A
の
「
豊
か
な
前
浜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
農
業
・
畜
産
・
林
業
・

水
産
・
検
疫
省
（
M
A
L
F
F
B
）
の

水
産
局
と
共
に
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
や
タ
カ

セ
ガ
イ
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
な
ど
、
資
源
の

状
況
が
観
察
し
や
す
い
貝
類
に
焦
点
を

絞
り
、
エ
フ
ァ
テ
島
に
あ
る
４
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
稚
貝
の
放
流
や
親
貝

の
移
植
、
資
源
管
理
計
画
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
主
体
の

資
源
管
理
も
導
入
。
２
０
１
１
年
に
エ

フ
ァ
テ
島
を
含
む
３
島
で
始
ま
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
期
で
は
、
特
に
こ

の
活
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
同
国

で
も
と
も
と
行
わ
れ
て
い
た
資
源
管
理

の
慣
習
を
生
か
し
、
チ
ー
フ
の
下
に
住

民
に
よ
る
資
源
管
理
委
員
会
を
組
織

し
、
禁
漁
区
や
禁
漁
期
な
ど
、
水
産
局

の
専
門
的
な
助
言
を
踏
ま
え
た
自
主
的

な
資
源
管
理
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め

た
。
組
織
作
り
を
支
援
し
た
ア
イ
・
シ

ー
・
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
世
古
明
也
シ

ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、「
発
言
力

の
弱
い
若
者
や
女
性
も
委
員
会
に
加
え

る
こ
と
を
水
産
局
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

マンガリリウ村の前浜でヤコウガイを持つ研修員。
世界遺産の一つである岩手県の中尊寺金色堂な
どで見られる螺鈿細工に使用される貴重な貝だ

バヌアツで今も一般的に
使われている手漕ぎカヌー

マンガリリウ村の若きチーフ。昨年亡く
なった先代チーフの遺志を継ぎ、資源
管理を積極的に進めている

研修員にディベートの内容について説明する
水産局のアモスさん（左から2人目）

も
ら
い
、
住
民
全
体
が
資
源
管
理
に
関

わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
自
発
的
な
取
り
組
み
の
推
進
は
、
地

元
漁
師
た
ち
の
意
識
を
変
え
た
。
そ
の

例
の
一
つ
が
、
エ
フ
ァ
テ
島
の
北
に
あ

る
レ
レ
パ
島
だ
。
２
０
１
５
年
３
月
、

超
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
パ
ム
」
に
襲
わ

れ
た
際
、
同
島
の
資
源
管
理
委
員
会
が

緊
急
招
集
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
水
産

局
の
代
わ
り
に
現
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及
員

も
務
め
る
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ル
ソ
ン
さ
ん

は
、「
食
料
を
確
保
す
る
た
め
禁
漁
区

を
開
放
し
よ
う
」
と
提
案
し
た
。
同
じ

よ
う
な
対
策
は
他
の
地
域
で
も
と
ら
れ

た
が
、
多
く
は
開
放
さ
れ
た
ま
ま
放
置

さ
れ
た
。
だ
が
カ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、
開

放
中
も
海
域
の
監
視
を
続
け
、
１
カ
月

後
に
再
び
禁
漁
区
へ
と
戻
し
た
の
だ
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
資
源
管
理
の

産
局
調
査
養
殖
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ソ
ン

ペ
ッ
ト
・
ガ
レ
ヴ
ァ
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
る
。

　
貝
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
場
所
の
一

つ
、
エ
フ
ァ
テ
島
北
部
の
マ
ン
ガ
リ
リ

ウ
村
。
10
月
上
旬
、
関
係
者
向
け
の
研

修
の
一
環
で
浅
瀬
を
訪
れ
た
研
修
員
た

ち
は
、
夢
中
に
な
っ
て
貝
を
探
し
て
い

た
。
一
人
が
手
の
平
よ
り
も
大
き
な
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
を
両
手
に
持
ち
、
写
真
撮
影

を
し
て
い
る
。
村
の
チ
ー
フ
で
あ
る
モ

ル
・
モ
ル
さ
ん
は
、「
こ
の
村
に
は
も

と
も
と
資
源
管
理
組
織
が
あ
り
ま
し
た

が
、
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ア
ネ

イ
チ
ュ
ム
島
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
改

善
し
て
い
く
う
ち
、
住
民
た
ち
も
ル
ー

ル
を
尊
重
し
た
資
源
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
と
は
い
え
、
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
ぜ
な

ら
、
管
理
海
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
、

短
期
的
に
見
れ
ば
住
民
た
ち
の
食
料
確

保
や
収
入
手
段
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
住
民
の
生
計
手
段
の
多
様
化
も
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
前
浜
よ

り
も
沖
合
で
漁
を
す
る
た
め
の
浮
漁
礁

や
流
通
の
た
め
の
ソ
ー
ラ
ー
冷
蔵
庫
の

導
入
だ
。
マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
で
は
、
他

に
も
村
の
女
性
た
ち
に
よ
る
貝
細
工
作

り
を
支
援
し
た
。
貝
を
よ
り
き
れ
い
に

磨
く
材
料
を
調
達
し
、
商
品
の
コ
ス
ト

や
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
な
ど
を
女
性
た
ち

と
話
し
合
っ
た
他
、
売
り
上
げ
の
一
部

を
資
源
管
理
に
充
て
る
こ
と
を
消
費
者

に
示
す
〝
エ
コ
ラ
ベ
ル
〞
も
開
発
し
た
。

　
こ
の
貝
細
工
に
興
味
を
示
し
た
の

は
、
来
年
か
ら
本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
る
エ
マ
エ
島
か
ら
研
修
に
参

加
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及
員
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
と
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ロ
イ
・
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
だ
。
ピ
ー

タ
ー
さ
ん
は
、
エ
マ
エ
島
に
以
前
か
ら

あ
る
「Fenuataii

」（
現
地
の
言
葉
で
〞

陸
と
海
〞
の
意
）
と
い
う
資
源
管
理
組

織
の
代
表
を
務
め
て
い
る
。「
我
々
は

既
に
禁
漁
区
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
管

理
手
法
が
確
立
で
き
て
い
な
い
た
め
、

他
の
村
の
事
例
か
ら
色
々
と
学
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
村
を
見
学
し
た
後
、
研
修
員
た
ち
は

集
会
所
に
集
ま
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
た
。「
マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
資
源
面
、
経
済
面
な

ど
４
つ
の
観
点
か
ら
持
続
可
能
性
が
あ

る
か
ど
う
か
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
大
き
な
声

で
説
明
し
て
い
る
の
は
、
水
産
局
普
及

部
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
モ
ス
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
日
本
の
専
門
家
と
一
緒
に
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
住
民
主
体
の
資
源
管
理

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
物
だ
。

研
修
の
進
行
や
ま
と
め
役
も
担
う
彼

を
、
世
古
さ
ん
ら
は
何
も
言
わ
ず
見
守

っ
て
い
る
。
彼
ら
に
責
任
感
や
当
事
者

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
当
初
、

ア
モ
ス
さ
ん
ら
水
産
局
の
職
員
は
学
歴

の
高
さ
か
ら
エ
リ
ー
ト
意
識
が
強
く
、

住
民
に
対
し
て
高
圧
的
な
態
度
を
と
っ

て
い
た
。
だ
が
、
住
民
を
尊
重
し
寄
り

添
い
な
が
ら
支
援
を
進
め
る
日
本
の
専

門
家
を
見
て
、
姿
勢
が
変
わ
っ
た
と
い

う
。
ア
モ
ス
さ
ん
は
、「
我
々
の
組
織

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
ベ
ー
ス
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
ア
モ
ス
さ
ん
は
さ
ら
に
、
州
政
府
を

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
巻
き
込
む
こ
と

を
世
古
さ
ん
に
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

枯
渇
す
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ

住
民
主
体
で
資
源
管
理
を
目
指
す

マ
ン
ガ
リ
リ
ウ
村
で
研
修

多
様
な
代
替
生
計
手
段
を
見
学

受
け
継
が
れ
る
意
思

国
の
開
発
計
画
に
反
映

特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
我
々
は
昨
年
末
、
新
た
な
漁
業
政

策
を
策
定
し
、
そ
こ
に
住
民
主
体
の
資

源
管
理
の
普
及
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
て

も
我
々
が
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
い

う
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
も
う
一
人
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

大
き
な
影
響
を
受
け
た
人
物
が
い
る
。

M
A
L
F
F
B
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ

ン
次
官
だ
。
シ
ン
次
官
は
昨
年
、
２
０

３
０
年
ま
で
の
国
家
開
発
計
画
「
バ
ヌ

ア
ツ
２
０
３
０
」
の
策
定
に
携
わ
り
、

こ
の
計
画
の
柱
を
経
済
、
環
境
、
社
会

の
３
つ
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。「
こ

れ
ま
で
バ
ヌ
ア
ツ
政
府
は
、
増
税
で
財

政
を
増
や
す
と
い
う
よ
う
な
経
済
だ
け

を
見
た
開
発
計
画
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
環
境
の
改
善
や
人
々
の
生
活
お
よ

び
社
会
の
向
上
が
国
を
発
展
さ
せ
る
と

い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た
の
で
す
。
私

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
こ
の
視
点

を
学
び
、
国
全
体
の
開
発
計
画
に
生
か

し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」
と
教
え
て

く
れ
た
。

　
日
本
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
自
ら
の

手
で
自
然
と
の
共
生
の
道
を
探
り
始
め

た
バ
ヌ
ア
ツ
。
彼
ら
の
経
験
に
は
、
隣

国
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
も
注
目
し
て
お

り
、
現
在
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

形
成
に
向
け
現
地
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
大
洋
州
の
海
に
広
が
り
始
め
た
住

民
主
体
の
資
源
管
理
を
、
日
本
は
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
い
く
。

（
編
集
部 

川
田
沙
姫
）

け
て
、
世
古
さ
ん
も
各
州
政
府
で
地
域

の
開
発
計
画
を
担
当
す
る
〝
エ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ル
〞
を
中
心
に
資
源
管
理
計
画

を
作
る
仕
組
み
を
模
索
し
て
い
る
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、
水
産

局
か
ら
は
資
源
管
理
、
保
健
局
か
ら
は

衛
生
な
ど
、
別
々
に
言
わ
れ
て
も
混
乱

し
て
し
ま
い
ま
す
。
全
体
の
開
発
計
画

を
示
し
て
、
そ
の
う
ち
資
源
管
理
は
他

の
分
野
と
ど
う
関
連
し
、
最
終
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
に
ど
う
つ
な
が

る
か
を
示
せ
ば
理
解
が
深
ま
る
は
ず
で

す
。
そ
の
役
割
を
エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ル

が
担
う
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
」
と
、

世
古
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
す
で
に
、

エ
マ
エ
島
で
は
エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ル
の

下
で
実
際
に
計
画
を
策
定
す
る
〝
エ
リ

ア
セ
ク
レ
タ
リ
ー
〞
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
が
動
い
て
い
る
。

「
現
在
、
資
源
管
理
だ
け
で
な
く
農
業

や
若
者
、
障
害
者
な
ど
６
分
野
で
開
発

計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
各
分
野
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
後
、
テ
ィ
ラ
ピ

ア
の
養
殖
や
効
率
的
な
流
通
経
路
の
開

拓
、
干
物
や
燻
製
と
い
っ
た
水
産
加
工

な
ど
、
水
産
業
の
振
興
も
支
援
し
て
い

く
。
水
産
局
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ナ
ビ
テ

ィ
局
長
代
理
は
、「
単
な
る
物
資
供
与

で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
住
民
た
ち

の
意
識
改
革
を
進
め
て
く
れ
た
こ
の
プ

大
切
さ
を
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
私
も

放
置
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、

カ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
語
る
。

　
他
方
、
同
国
最
南
部
に
位
置
す
る
ア

ネ
イ
チ
ュ
ム
島
で
は
、
も
と
も
と
住
民

に
よ
る
資
源
管
理
が
あ
る
程
度
進
ん
で

お
り
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
保
護
に
も
成
功

し
て
い
た
。
エ
フ
ァ
テ
島
で
放
流
し
た

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
母
貝
は
、
こ
の
島
の
も

の
だ
。
課
題
は
、
前
浜
を
伝
統
的
に
所

有
す
る
一
族
を
資
源
管
理
活
動
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
資
源

管
理
委
員
会
が
こ
の
所
有
者
に
活
動
の

意
義
を
説
明
し
理
解
を
促
し
た
と
こ

ろ
、
住
民
に
よ
る
管
理
区
域
を
６
カ
所

設
け
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
が
上
手
く

回
り
始
め
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普
及

員
の
ル
ー
ベ
ン
・
ネ
リ
ア
ム
さ
ん
は
、

「
こ
の
島
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
か
ら
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
頻
繁
に
や

っ
て
き
ま
す
。
沿
岸
資
源
が
増
え
る
こ

と
で
観
光
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
、
そ
れ
が
住
民
た
ち
の
資
源
管
理
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変
化
は
、
実
際

に
資
源
の
回
復
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
年
３
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
３
期

が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
第
１
期

に
放
流
し
た
オ
オ
ジ
ャ
コ
ガ
イ
や
ヤ
コ

ウ
ガ
イ
が
広
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
の
だ
。「
エ
フ
ァ
テ

島
の
い
く
つ
か
の
場
所
で
は
新
た
な
稚

貝
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

て
、
非
常
に
興
奮
し
ま
し
た
」
と
、
水

よみがえる前浜

写真＝鈴木革（写真家）

バヌアツ

From  Vanuatu

特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

バヌアツにおいて魚は貴重なタンパク源。マーケットでは、伝統
食ラップラップに魚を添えて売っていた

エファテ島

オーストラリアの東に浮かぶ大小80以上の島からなるバヌアツ。
沿岸部は、サンゴ礁を中心に豊かな生態系に恵まれている。

だが一時期、ヤコウガイなど一部の水産資源が枯渇の危機に瀕した。
この動きに歯止めをかけるため、

今、住民主体の資源管理が進められている。

ら  でん

マンガリリウ村のオオジャコガイ。プロジェクトの第１期でトンガから移植された母貝が成長し、再生産されている

MALFFBのシン次官

エコラベルがついた
貝細工。ラベルの作
成には、水産局配
属の青年海外協力
隊員も協力している

パンダナスの葉でポー
チを編むマンガリリウ村
の女性。これらは貝細
工と共に村の入り口に
ある土産物屋で販売し
ている

フ
ェ
ヌ
ア
タ
イ

ら  

で
ん
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南
米
大
陸
の
南
西
部
に
位
置
し
、
南

北
に
長
い
海
岸
線
を
生
か
し
た
水
産
業

が
盛
ん
な
チ
リ
。
日
本
も
チ
リ
産
の
サ

ケ
を
輸
入
し
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
も
よ
く
見
掛
け
る
。
し
か
し
２
０
１

６
年
、
チ
リ
で
は
大
規
模
な
赤
潮
の
発

生
に
よ
っ
て
養
殖
場
で
約
２
３
０
０
万

匹
も
の
サ
ケ
が
窒
息
死
し
、
約
１
０
０

０
億
円
の
損
害
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ

た
。

　
赤
潮
は
、
主
に
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
異
常
増
殖
し
、
海
や
川
な
ど
の
水

が
変
色
す
る
現
象
の
こ
と
。
生
活
排
水

や
工
場
排
水
が
海
に
流
れ
、
海
水
に
含

ま
れ
る
リ
ン
や
チ
ッ
素
な
ど
の
栄
養
分

が
多
く
な
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
京
都
大
学
、
岡
山
大
学
、

中
央
水
産
研
究
所
の
３
つ
の
大
学
・
研

究
機
関
が
、
チ
リ
の
３
大
学
と
手
を
組

ん
で
立
ち
上
げ
た
の
が
、
赤
潮
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
究
明
し
、
発
生
を
早
期

に
予
測
す
る
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
政
府
開

か
ら
ず
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
、
日
本

側
の
研
究
者
代
表
を
務
め
る
京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
の
丸
山
史
人
准
教

授
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
赤
潮
の

原
因
物
質
を
特
定
す
る
た
め
、
海
水
を

採
取
し
て
遺
伝
子
解
析
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
と
異
な
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
単
体
に
注

目
す
る
の
で
は
な
く
、
赤
潮
全
体
を
、

藻
類
を
は
じ
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
と

い
っ
た
微
生
物
を
含
む
生
態
系
と
し
て

考
え
、
そ
の
中
で
ど
の
物
質
が
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
増
殖
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
だ
。

原
因
物
質
が
特
定
さ
れ
た
ら
、
今
度
は

海
水
か
ら
そ
の
物
質
だ
け
を
検
出
で
き

る
キ
ッ
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
く
。
最

終
的
な
目
標
は
、
海
水
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
な
が
ら
赤
潮
の
発
生
を
予
測
す
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
だ
。

　
こ
の
予
測
結
果
を
サ
ケ
・
貝
な
ど
の

養
殖
業
者
や
地
元
の
零
細
漁
民
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
赤
潮
が
発
生
す

る
前
に
、
海
水
の
栄
養
分
を
増
や
さ
な

い
よ
う
に
餌
を
与
え
る
の
を
止
め
た

り
、
赤
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
場
所
に

魚
を
移
動
さ
せ
た
り
と
、
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
今
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
丸

特集 海洋保全
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山
准
教
授
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
は
チ
リ
を
訪
れ
、
詳
細
な
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
。

研
究
で
タ
ッ
グ
を
組
む
チ
リ
側
の
３
大

学
を
訪
問
し
た
他
、
養
殖
場
も
視
察
し

た
。
縦
30
メ
ー
ト
ル
、
横
30
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
な
生
簀
を
い
く
つ
も
組
み
合
わ

せ
て
１
０
０
万
匹
以
上
も
の
サ
ケ
を
育

て
て
い
る
養
殖
場
や
、
長
さ
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
に
等
間
隔
で
二
枚

貝
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
養
殖
場
な

ど
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
も
水
産

業
が
チ
リ
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　「
予
想
以
上
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
機
関
が
多
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
を
希
望
す
る
機
関
の
調
整
に
は

苦
労
し
ま
し
た
」
と
丸
山
准
教
授
が
話

す
ほ
ど
、
赤
潮
問
題
に
対
す
る
現
地
の

関
心
度
は
高
い
も
の
だ
っ
た
。中
で
も
、

チ
リ
の
漁
業
振
興
研
究
所（
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｐ
）

の
参
加
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な

意
味
を
持
つ
。Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｐ
は
、
赤
潮
が

南
方
か
ら
海
流
に
乗
っ
て
上
昇
し
て
く

る
と
い
う
仮
説
を
も
と
に
研
究
を
進
め

現
地
調
査
で
実
感
し
た

多
く
の
関
係
者
か
ら
の
期
待

水
産
業
界
を
悩
ま
す
赤
潮

前
例
の
な
い
研
究
が
始
ま
る

今年８月から９月にかけての
現地調査で、サケの養殖場
を視察する日本のプロジェ
クトチーム

日本とチリの多数の関係者
が集い、プロジェクトの趣旨や
進め方などについて協議した

共
に
見
つ
け
出
す

赤
潮
対
策
へ
の
道
筋

海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
異
常
増
殖
し
、

海
水
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
「
赤
潮
」
。

日
本
で
は
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
の
海
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

南
米
の
チ
リ
で
も
2
0
1
6
年
に
記
録
的
な
赤
潮
が
発
生
し
、

漁
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
研
究
者
た
ち
が
協
力
し
、

赤
潮
の
発
生
を
早
期
に
予
測
す
る
た
め
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

発
援
助
（
O
D
A
）
を
活
用
し
、
日
本

と
開
発
途
上
国
の
研
究
機
関
が
地
球
規

模
の
課
題
解
決
に
向
け
て
共
同
研
究
を

行
う
S
A
T
R
E
P
S
事
業
と
し
て
、

来
年
４
月
か
ら
５
年
間
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　「
チ
リ
側
の
代
表
機
関
で
あ
る
ラ
・

フ
ロ
ン
テ
ラ
大
学
の
教
授
と
は
、
学
会

で
知
り
合
っ
て
以
来
15
年
間
の
交
流
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
そ
の
教
授
と
魚
病

由
来
の
病
原
菌
に
関
す
る
共
同
研
究
を

進
め
て
い
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
大
規
模

な
赤
潮
が
発
生
し
た
の
で
す
。
赤
潮
の

調
査
は
、
共
同
研
究
の
内
容
と
も
少
な

チリ・チロエ島にある貝の養殖場。
ロープに二枚貝がびっしりと吊り
下げられている

保健省所轄の検査機関で貝を検査
するスタッフ。以前、JICAの技術協
力プロジェクトを通じて日本が供与し
た機材も使われている

て
お
り
、
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
デ
ー
タ
が
役
に
立
つ
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
中
に
は
、

食
べ
た
人
に
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
「
貝
毒
」
を
引
き
起
こ
す
も
の

も
存
在
す
る
た
め
、
多
く
の
貝
を
消
費

す
る
チ
リ
に
と
っ
て
は
危
惧
す
べ
き
問

題
だ
。
そ
こ
で
、
毎
日
２
０
０
ケ
ー
ス

ほ
ど
の
貝
を
検
査
し
て
い
る
保
健
省
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
り
、
人
々
の
健

康
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
赤
潮

発
生
の
予
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
ど
ん
な
人
の
話
の
中
に
も
重
要
な

鍵
は
隠
れ
て
い
る
」
が
信
条
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
と
の
対
話
を
大
切
に
し

て
い
る
丸
山
准
教
授
。
今
回
の
調
査
で

は
地
元
の
零
細
漁
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
行
っ
た
。そ
の
う
ち
の
一
人
か
ら
は
、

地
元
の
養
殖
組
合
な
ど
を
通
じ
た
説
明

会
を
頻
繁
に
開
催
し
、
零
細
漁
民
か
ら

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。

　
チ
リ
の
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
に
は
、
か
つ
て
サ
ケ
・
マ

ス
研
究
者
と
し
て
現
地
に
赴

い
た
水
産
専
門
家
、
白
石
芳

一
博
士
の
墓
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
海
を
通
じ
て
深
い
絆

を
持
つ
チ
リ
と
日
本
。
今
、

水
産
業
を
守
る
た
め
の
新
た

な
協
力
が
幕
を
開
け
た
。

現地調査の全日程を終えて、白石博士の墓
前でプロジェクトの無事を祈念した丸山准
教授（前列右）ら

ふ
み 

と

い
け  

す

サ
　
ト
　
レ
　
ッ
　
プ
　
ス

サンティアゴ

チリ

From  Chile
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地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
。
植
物
が
二
酸
化
炭
素
と

水
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
炭

水
化
物
を
作
る
現
象
が
、
光
合
成
だ
。

植
物
と
い
う
と
地
上
の
森
や
草
原
を
思

い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
海
辺
や
沿
岸
部

の
海
中
に
も
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
が
あ

り
、
海
草
の
草
原
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、

沿
岸
部
の
植
物
が
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
能
力
に
、
近
年
、
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　「
沿
岸
生
態
系
が
吸
収
し
、
有
機
物

と
し
て
固
定
す
る
炭
素
を
、
陸
上
の
そ

れ
と
区
別
す
る
た
め
に
、
特
に
〝
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
〞
と
呼
び
ま
す
」
そ
う
説

明
し
て
く
れ
た
の
は
、
東
京
工
業
大
学

の
灘
岡
和
夫
教
授
だ
。「
海
の
植
物
は

陸
の
植
物
と
同
じ
く
ら
い
の
量
の
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
す
が
、

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
９
年
に
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
が
報
告
書
を
発
表
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
」

　
こ
れ
ま
で
も
、
海
草
が
豊
か
な
漁
場

を
形
作
っ
た
り
、
津
波
や
荒
波
が
起
き

た
と
き
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
被
害
を

抑
え
た
り
と
い
っ
た
恩
恵
（
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
）
は
知
ら
れ
て
い
た
。
同
時
に
、

沿
岸
生
態
系
の
急
速
な
破
壊
に
よ
っ

て
、
沿
岸
地
域
の
人
々
が
将
来
的
に
こ

う
し
た
恩
恵
を
失
う
と
い
う
危
惧
も
あ

っ
た
の
だ
。
近
年
で
は
、
地
域
社
会
だ

け
で
な
く
、
世
界
全
体
が
沿
岸
生
態
系

の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
世
界
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
２
割
以

上
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
占
め
て
お
り
、

同
国
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
の
海
洋
諸
国

の
沿
岸
生
態
系
の
重
要
性
は
世
界
的
に

み
て
も
高
い
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
の
６
カ
国
を
カ
バ
ー
す
る
三
角

形
の
地
域
は
、〝
コ
ー
ラ
ル
・
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
〞
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
は
サ
ン
ゴ
な
ど
を
含
む
海
洋
の

生
物
多
様
性
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
海
の

中
で
も
最
も
高
い
エ
リ
ア
で
す
が
、
多

く
の
人
が
沿
岸
域
に
住
ん
で
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
活
動
が
沿
岸
生
態
系
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
地
域
で
も

あ
り
ま
す
」
と
灘
岡
教
授
は
指
摘
す
る
。

「
沿
岸
地
域
に
は
貧
困
層
も
多
く
、
伝

統
漁
法
よ
り
も
簡
単
だ
が
違
法
な
漁
業

が
行
わ
れ
た
り
、
養
殖
池
を
作
る
た
め

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
破
壊
が
各
地
で

進
ん
だ
り
し
た
結
果
、
沿
岸
資
源
の
過

特集 海洋保全
豊かな海を未来へ

沿
岸
生
態
系
が
吸
収
す
る

〝
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
〞へ
の
注
目

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
〝
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

Ｍ
Ｅ
３
・
０
〞
が
活
躍
す
る
予
定
だ
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
モ
デ
ル
の
作
成

を
担
当
し
て
い
る
東
京
工
業
大
学
講
師

の
中
村
隆
志
さ
ん
は
、「
今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
最
終
的
に
両
国
沿
岸
域

の
８
割
の
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
規
模
の
大
き
さ

も
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
で
す
が
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
計
算
の
仕
方
次
第
で
ど

ん
な
結
果
も
出
せ
て
し
ま
う
と
い
う
落

と
し
穴
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

計
算
結
果
が
現
実
と
乖
離
し
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
現
場
を
こ
の
目
で
観
察
し
、

確
認
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

　
中
村
さ
ん
は
、
も
と
も
と
趣
味
の
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
き
っ
か
け

に
、
海
洋
生
態
系
に
つ
い
て
研
究
す
る

道
を
選
び
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
、

灘
岡
教
授
も
、
か
つ
て
琉
球
大
学
で
講

義
を
行
っ
た
際
、
課
題
と
し
て
出
し
た

レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、
地
元
の
学
生
た
ち

の
多
く
が
赤
土
の
流
出
に
よ
る
海
の
被

害
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
、
沿
岸
生
態

系
に
注
目
し
始
め
た
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
昨
年
の
海
水
温
の
世
界
的
な
上
昇

で
、
石
垣
島
近
く
に
あ
る
日
本
最
大
の

サ
ン
ゴ
礁
・
石
西
礁
湖
の
７
割
が
白
化

に
よ
り
死
滅
し
た
と
も
い
わ
れ
、
こ
う

し
た
沿
岸
生
態
系
の
保
護
は
差
し
迫
っ

た
課
題
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
の
海
を
守
る

た
め
の
研
究
は
、
日
本
の
海
を
守
り
、

ひ
い
て
は
世
界
の
環
境
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。

インドネシアのスラウェシ島北部に浮か
ぶブナケン海洋国立公園の海草群落

フィリピンのパラワン島で
は、プエルト・プリンセサ市長
を迎えて会議を開いた

海
の
森
を
守
り
、

地
域
社
会
を
豊
か
に

熱
帯
の
沿
岸
域
に
茂
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
海
草
は
、
魚
た
ち
の
す
み
か
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
〝
海
の
森
〞
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
〝
海
の
森
〞
の
役
割
に
注
目
が
集
ま
る
一
方
、

急
速
な
破
壊
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
早
急
な
対
策
立
案
に
向
け
て
、

日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。

フィリピン、インドネシア

From  Philippines, 
    Indonesia

インドネシア

フィリピンのブスワンガ島。海沿いの豊かな森も、沿岸生態系に
大きな影響を与えている

　
灘
岡
教
授
は
２
年
前
ま
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
学
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
別
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
同
国
内
の
６
つ
の

地
域
で
沿
岸
生
態
系
保
全
に
関
わ
る
調

査
を
行
っ
て
い
た
が
、
１
カ
所
を
除
く

す
べ
て
の
調
査
サ
イ
ト
で
は
、
沿
岸
資

源
の
過
度
の
利
用
が
原
因
で
生
態
系
が

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
調
査
チ
ー

ム
が
心
掛
け
た
の
が
、
地
元
の
人
た
ち

と
共
に
解
決
法
を
考
え
る
こ
と
だ
。「
ど

れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
調
査
結
果
や
論
文

が
出
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
行
動
す
る

の
は
地
元
の
人
た
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

ど
う
す
れ
ば
地
元
の
持
続
的
な
発
展
と

沿
岸
生
態
系
の
保
全
を
両
立
さ
せ
ら
れ

る
か
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
６
カ
所
で
計
30
回
以
上
の
地
元
会

合
を
行
い
、
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
を

調
査
研
究
方
針
に
反
映
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
果
を
地
元
に
還
元
す
る
よ
う
に

し
た
の
で
す
。
今
回
も
、
早
い
う
ち
か

ら
地
元
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、
生

態
系
保
全
策
の
実
現
に
結
び
付
け
る
た

め
の
布
石
を
打
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
灘
岡
教
授
は
話
し
て
く
れ

た
。

　
調
査
の
結
果
を
も
と
に
実
際
の
対
応

策
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
重
要
な
鍵

と
な
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
海
洋
生
態
系
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
を
考
慮
し
た
大
規
模
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
こ
の
夏
に
稼

動
が
始
ま
っ
た
東
京
工
業
大
学
の
ス
ー

フィリピン

ブナケン国立公園でのダイビング調査前。灘岡教授
（左から二人目）は沖縄で講義したことをきっかけに、沿
岸生態系の問題に取り組むようになった

剰
利
用
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
が

大
き
な
課
題
で
す
。
か
と
い
っ
て
住
ん

で
い
る
人
を
追
い
出
し
て
広
大
な
保
護

区
を
作
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
」

　
今
回
、
灘
岡
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
日
本
の
研
究
者
た
ち
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
２
カ
国
の
政
府

機
関
や
大
学
な
ど
と
共
に
沿
岸
生
態
系

と
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
実
態
を
調
べ
、

沿
岸
生
態
系
の
保
全
を
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
戦
略
」
の
政
策
提
言
を
目
指
す
壮

大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

S
A
T
R
E
P
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
、〝
B
l
u
e
C
A
R
E
S
〞
と
銘
打

っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
す
で
に
国
家
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
委

員
会
の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で

お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
海
洋
資
源

の
維
持
・
管
理
を
政
策
に
取
り
入
れ
る

動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
コ
ー
ラ
ル
・

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
国
々
に
と
っ
て
、

海
洋
生
態
系
の
保
全
は
切
実
な
課
題
な

の
だ
。
一
方
、
日
本
に
は
こ
れ
ら
の
国

と
比
べ
て
面
積
が
少
な
い
と
は
い
え
、

南
部
に
は
サ
ン
ゴ
礁
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
に
恵
ま
れ
た
島
々
が
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
地
域
で
も
海
草
が
幅
広
く
分
布
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
沿
岸
地
域
に
住
む

多
く
の
人
々
の
生
活
と
沿
岸
生
態
系
が

深
く
結
び
付
い
て
い
る
の
も
、
両
国
と

の
共
通
点
だ
。

研
究
か
ら
政
策
立
案
ま
で

地
元
社
会
と
共
に
歩
む

ブナケン海洋国立公園はサンゴ礁とそこにす
む多種多様な魚でも知られ、ダイビングスポッ
トとしても人気の場所だ
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“つくり育てる漁業”で
未来の資源を

特集 海洋保全 
豊かな海を未来へ

魚は鮮度が命。鮮度を保って迅速
に流通に乗せる仕組みには、多くの
研修員が関心を持っている

手県内の各漁協では、サケやヒラメなどの稚魚を放流し、将来の水産
資源の安定につなげる“つくり育てる漁業”を推進している。さらには

いったん捕らえた魚も小さ過ぎれば再放流するなど、資源の保護にも積極的
だ。年に一度、釜石漁港を訪れるフランス語圏アフリカの研修員たちは、こ
こで定置網の水揚げや放流のための
サケ親魚の確保などを学ぶととも
に、魚市場での迅速な選別と競り、
衛生・鮮度管理などを体験している。
「津波の被害にもかかわらず、活気の
ある漁協の姿に勇気を与えられた」
「祖国では全ての技術を取り入れられ
ないかもしれないが、ここで学んだこ
とを生かしていきたい」と、研修員た
ちの記憶に残る訪問になっているよ
うだ。

島の豊かな幸を都内の給食に
京湾の南、約300キロに位置する八丈島。さまざまな魚が水揚
げされ、高級魚を中心に東京の市場に送り出される一方で、ムロ

アジなどの大衆魚はあまり良い値がつかないために売れ残りがちだ。そ
こに目をつけた八丈島漁協の女性部は、学校給食関連団体と協力して
あまり利用されていない魚をミンチや切り身などに加工し、都内の学校
給食用に出荷している。さらには女性部のメンバーが都内の小・中学校
を訪れ、八丈島産の魚を紹介して実際に食べてもらう食育プログラムも
実施している。
　島に数日滞在して取り組みを視察した研修員も、「加工による付加価
値と市場の創出や、食育プログラムへの展開がユニークだ」と、強い印
象を受けているようだ。

震災復興きっかけに
エコラベル取得

江戸前の伝統を観光資源に
戸前”という言葉に象徴されるほど、水産資源が豊かな東京湾。
古くから干潟を利用したアサリ漁やノリの養殖が盛んで、その伝

統は千葉県木更津市や富津市などに残っている。この地域でのアサリ
漁は今も手作業で採取・選別することで資源の保全を心掛けている
他、冬にアサリを育てた漁場の一部を春から夏にかけて潮干狩りの場と
して観光客に開放しているのが特長だ。
　観光と漁業が一体となった潮干狩りの魅力に当初は半信半疑の研修
員も、「自分で体験してみると、意外に楽しい」とその可能性を実感した
様子。また、手作業による選別で資源を保護する取り組みにも注目が集
まっている。

内でカキやホタテ、ワカメ、ギンザケなどを養殖していた南三陸
町戸倉地区は東日本大震災で養殖施設が流出するなど、壊滅

的な打撃を受けた。復興のために養殖業者がグループを組み、残され
た漁船を活用して養殖業を再建。戸倉地区では、養殖施設再建を機に
養殖いかだの密度を下げることで、環境負荷の軽減とカキの品質向上
を実現し、世界自然保護基金（WWF）のエコラベルASC（環境に優し
い養殖）認定を獲得した。
　今では年３回、世界各地からの研修員が訪問し、養殖施設の様子を
見学したり、収穫を体験したりしている。「漁業協同組合を軸とした取
り組みが興味深い」「復興を機にエコラベルを取得した経緯は、漁業
振興と市場戦略の両面で参考になる」など、参加者にも大きな刺激と
なっている。

“里海”を守り、
地域活性化の中核に

戸内海に面し、小さな島々も擁する漁業の町・日生町は、
1970年代に沿岸での漁獲量低下に見舞われた。当時の

漁業者は、その原因が沿岸の浅い地域に自生する海草・アマモ
の減少だと考え、有志と共にアマモの群落“アマモ場”の再生活
動を開始。この活動が、沿岸の環境と生態系全体を適切に整備
する“里海”の考え方につながった。日生町では漁業協同組合が
里海管理だけでなく、水産物の販売や食堂の運営など、地域経
済の核となる役割を担っており、訪問した研修員たちも「里海の
考え方を実践する現場を見学し、理解することができた」「生息
する魚や漁法が違っても、里海の考え方は世界に通じると思う」
など、自国での取り組みにつながる体験をしている。

カキの殻むきに挑戦する研修員たち。被災を
転機として生かした取り組みに感心していた

とれたての海の幸を直売する“五味の市”の
前で。漁業が主産業の日生町にとっては、
経済の中心でもある

日本人には馴染み深い潮干狩りも、研修員には
新鮮な体験。思わぬ魅力を発見する一幕も

魚を加工して付加価値を高める女性たちのアイデアは、
各国でも大きなヒントになりそうだ

岩

湾

“江

東

瀬

岩手県　 釜石市

宮城県　 南三陸町

千葉県　 木更津市

岡山県　 備前市日生町
ひ   なせ ちょう

東京都　 八丈島

漁
業
国
の
知
恵
を

世
界
に
発
信
！

寒
流
と
暖
流
の
ぶ
つ
か
り
合
う
太
平
洋
沖
、

サ
ケ
・
マ
ス
・
カ
ニ
な
ど
が
豊
富
な
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
、海
底
に
す
む〝
底
魚
〞が
集
ま
る
日
本

海
側
の
大
陸
棚
、多
彩
な
魚
が
す
む
瀬
戸
内

海
。日
本
を
取
り
巻
く
海
は
魚
種
と
漁
法
の

宝
庫
だ
。世
界
各
地
か
ら
集
ま
る
研
修
員

が
、各
漁
港
の
個
性
豊
か
な
取
り
組
み
を
学

ん
で
い
る
。
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沖
縄
県
那
覇
市
の
気
温
は
、
10
月
頭
で
も
30

度
を
超
え
て
い
た
。
港
か
ら
船
を
走
ら
せ
る
こ

と
約
40
分
。
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
光

の
下
で
、
一
本
釣
り
漁
が
始
ま
っ
た
。

　「
魚
の
頭
の
方
か
ら
針
を
刺
し
て
、
尻
尾
が

ブ
ル
ブ
ル
と
ふ
る
え
た
ら
正
し
く
刺
し
込
め
た

証
拠
で
す
」。
地
元
の
漁
師
か
ら
指
導
を
受
け

る
の
は
、
太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
、
カ
リ
ブ
海
の

島
国
か
ら
来
日
し
た
11
人
の
行
政
官
た
ち
。
彼

ら
は
母
国
で
水
産
業
や
海
洋
環
境
保
全
に
関
す

る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
J
I
C
A
沖
縄
が

実
施
す
る
約
２
カ
月
間
の
水
産
研
修
コ
ー
ス
に

参
加
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
日
、
研
修
員
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
沿
岸
漁
業
を
体
験
し
た
。
朝
９
時
に
漁

が
始
ま
る
と
、
す
ぐ
に
ニ
ザ
ダ
イ
や
ウ
メ
イ
ロ

と
い
っ
た
体
長
40
セ
ン
チ
前
後
の
魚
が
掛
か

り
、そ
の
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
研
修
は
魚
を
釣
り
上
げ
た
後
が
本
番
。
鮮

度
を
保
つ
た
め
に
、
魚
の
眼
の
上
あ
た
り
を
針

で
突
き
刺
し
て
即
死
状
態
に
す
る〝
活
け
締
め
〞

と
呼
ば
れ
る
処
理
に
挑
戦
し
た
。
激
し
く
動
く

魚
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
研
修
員
も
、
何
度
も

挑
戦
す
る
う
ち
に
要
領
を
つ
か
み
、
慣
れ
た
手

つ
き
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
魚
を
締
め
た
後
は
生
臭
く
な
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
エ
ラ
を
切
り
、
水
を
張
っ
た
バ
ケ
ツ
に
入

れ
て
〝
血
抜
き
〞
を
行
う
。
最
後
に
、
氷
の
入

っ
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
魚
を
入
れ
る
際
に

も
ひ
と
工
夫
が
。「
船
の
揺
れ
で
う
ろ
こ
が
剥

が
れ
な
い
よ
う
に
、
魚
の
腹
を
上
に
し
て
、
向

き
を
そ
ろ
え
て
入
れ
ま
す
」。
船
長
の
金
城
元

士
さ
ん
が
熱
の
入
っ
た
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

地
域
開
発
に
よ
る
環
境
悪
化
に
伴
い
、
水
産
資

源
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
沖
縄
県
で

は
、
海
藻
・
貝
類
の
養
殖
業
や
、
人
工
漁
礁
を

海
面
に
浮
か
べ
る
〝
パ
ヤ
オ
漁
業
〞
な
ど
代
替

収
入
源
の
開
発
、
加
工
品
の
製
造
・
販
売
の
強

化
な
ど
、
水
産
業
の
多
様
化
を
進
め
て
き
た
。

　「
日
々
の
生
活
を
営
む
漁
業
者
に
と
っ
て
資

源
管
理
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

捕
っ
た
魚
を
無
駄
な
く
、
付
加
価
値
を
高
め
て

販
売
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
通
じ
て
、
漁
業
者

が
資
源
管
理
の
取
り
組
み
に
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
行
政
官
の
大
切
な
役
割
で

す
。
研
修
で
は
、
沖
縄
県
で
行
わ
れ
て
い
る
鮮

度
保
持
、
輸
送
、
加
工
、
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
工
程
や
工
夫
を
体
験
し
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
」
と
吉
田
さ
ん
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
研
修
員
、
サ
バ
ル
・
オ
マ
ー
ル
さ
ん

は
、「
糸
満
市
の
漁
協
の
女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら

教
わ
っ
た
ツ
ナ
フ
レ
ー
ク
作
り
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
蒸
し
た
マ
グ
ロ
の
身
を
ほ
ぐ
し
て

真
空
包
装
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
作
り
方
な

の
で
、
母
国
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
商
品
の

付
加
価
値
を
高
め
る
大
切
な
要
素
だ
と
学
び
ま

し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
研
修
を
振
り
返
る
。

　
研
修
で
は
、
実
際
に
釣
り
上
げ
た
魚
を
使
っ

た
調
理
実
習
も
行
わ
れ
た
。
作
る
の
は
、
研
修

員
が
暮
ら
す
国
や
地
域
の
伝
統
料
理
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
料
理
を
仕
上
げ

て
い
っ
た
。「
こ
れ
は
、
サ
モ
ア
で
日
曜
日
に

家
族
や
友
達
と
食
べ
る
特
別
な
料
理
な
ん
だ
」

と
シ
オ
モ
ア
・
ア
ゲ
ル
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ

た
の
は
、
生
魚
と
野
菜
を
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
で

和
え
た
「
オ
カ
」。
他
に
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

家
庭
料
理
「
ア
ド
ボ
」
や
、
魚
を
唐
辛
子
や
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
で
味
付
け
し
た
モ
ル
デ
ィ
ブ
料
理

「
チ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
、
全
６
品
が
完

成
し
た
。

　
そ
の
日
の
夕
方
、
J
I
C
A
沖
縄
で
は
完
成

し
た
料
理
の
試
食
会
が
開
催
さ
れ
、
職
員
を
は

じ
め
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
。「
魚
が
新

鮮
で
お
い
し
い
」「
ご
飯
が
進
み
そ
う
」
と
ど

の
料
理
も
好
評
だ
。
途
中
、
研
修
員
に
よ
る
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
試
食
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ド
ミ
ニ
カ
の
研
修
員
、

ス
タ
ウ
ト
・
バ
ル
シ
ナ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
さ
ん
は
、

「
沖
縄
県
で
は
、
政
府
と
漁
業
者
の
距
離
が
近

い
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
母
国
に
帰
っ
た
ら
、

今
回
の
経
験
を
漁
師
た
ち
に
直
接
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

　
水
産
資
源
を
大
切
に
活
用
し
、
活
力
あ
る
漁

村
づ
く
り
を
―
―
そ
ん
な
沖
縄
の
心
が
、
同

じ
課
題
に
取
り
組
む
世
界
の
島
国
に
広
が
っ
て

い
る
。

日
本
発
祥
の
処
理
手
法
で

魚
の
鮮
度
を
保
つ

面積約2,281km2、人口は2016
年10月時点で約144万人。広大
な海域に散在する琉球諸島の
島 か々ら成る。サンゴ礁沿岸域では
諸々の漁業やモズク、クルマエビ、
海ブドウなどの養殖が盛んで、沖合
ではカツオ・マグロなどの回遊性魚
類や、ソデイカ、マチ類、ハタ類など
の底魚を対象とする漁業が行われ
ている。2016年の海面漁業・養殖
業生産量は３万2,000トンで、この
うち養殖業が51 .6%、漁業が
48.4%を占める。

沖縄県

漁業研修で釣った魚をさばく研修員たち。この魚を材料に、それぞれの国や地域の伝統料理を作った

海に囲まれた島国にとって、水産資源の減少は切実な問題だ。
沖縄県では、資源の持続的な利用を目指して、

養殖業の開発や加工・販売の強化などに取り組んできた。
この知見や技術を他の島国にも伝えようとJICA沖縄が実施している研修に密着した。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

56

　
10
年
以
上
に
わ
た
り
研
修
実
施
を
担
当
し
て

い
る
、
有
限
会
社
琉
球
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
・
代
表
取
締
役
の
吉
田
透
さ
ん
は
、「
釣

っ
た
魚
を
そ
の
ま
ま
何
時
間
も
船
の
上
に
放
置

し
て
い
る
国
も
あ
る
の
で
、
魚
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
の
鮮
度
保
持
の
手
法
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
こ
の
実
習
の
狙
い
で
す
。
ま
た
、
魚

を
処
理
し
た
後
は
、
汚
れ
た
船
の
床
を
す
ぐ
に

海
水
で
洗
う
と
い
っ
た
衛
生
管
理
の
大
切
さ
も

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
J
I
C
A
沖
縄
の
水
産
研
修
は
２
０
０
６
年

に
始
ま
り
、
２
年
前
か
ら
は
県
の
水
産
海
洋
技

術
セ
ン
タ
ー
と
漁
業
士
会
の
協
力
の
下
、〝
水

産
業
の
多
様
化
〞
に
焦
点
を
当
て
た
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
ご
ろ
か
ら
、
乱
獲
や

研修員の指導に当たる金城船長。「初めてこの研修に関わりました
が、教えるのは楽しいですね」と笑顔で語っていたのが印象的だ

約４時間で合計33匹の魚を
釣り上げた。この日、一番の
大物は体長70センチ前後の
カンパチだ

完成したツナフレークを手にする研修員たちと吉田さん（左端）

試食会には、JICA沖縄の職員や、他の研修コースに参加中の研修
員など多くの人が集まった

沖縄から発信！　活力ある漁村づくり

漁
師
の
技
能
向
上
か
ら

漁
村
の
活
性
化
に
比
重

沖 縄  県

も
と

し

沖縄県
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に
お
け
る
一
つ
一
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
積
み
重
ね
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
」。
こ
う
力
を
込
め
る
の
は
、
地
域
の
環
境
改
善
に
取

り
組
む
中
村
俊
一
さ
ん
だ
。
観
光
客
へ
の
自
然
保
護
啓
発
と
、

漁
師
の
子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
に
注
力
し
、
長
期
的
視
野
で
の

活
動
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
中
村
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
人
と
自
然
の
接
点
の
中
で
育
ま

れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
大
学
を
卒
業
後
、
群

馬
県
の
体
験
型
教
育
施
設
「
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
」
で
自
然

ガ
イ
ド
、
昆
虫
飼
育
員
と
し
て
働
い
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
降
、

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
野
外
活
動
支
援
員
や
養
蜂
場
で
の
勤
務
な
ど

を
経
験
。
社
会
人
５
年
目
に
は
同
県
の
尾
瀬
国
立
公
園
で
管
理

員
と
し
て
、
野
生
動
物
の
調
査
や
登
山
道
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

「
自
然
へ
の
興
味
の
ま
ま
に
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
」
と
、

中
村
さ
ん
は
笑
み
を
広
げ
る
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加
に
は
、
人
の
縁
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
学
生
時
代
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
自
然
学

校
や
、
学
芸
員
課
程
で
お
世
話
に
な
っ
た
博
物
館
の
担
当
者
な

ど
、
人
生
の
節
目
節
目
に
「
協
力
隊
O
B
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。

「
私
も
海
外
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
な
り
た
い
」。
先

輩
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、
国
際
協
力
の
舞
台
へ
と
飛
び
込
ん
だ
。

　
中
村
さ
ん
の
活
動
地
・
パ
ラ
カ
ス
の
海
は
、
野
生
動
物
や
魚

介
類
に
と
っ
て
重
要
な
地
だ
。
海
流
が
多
く
の
栄
養
を
運
び
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
豊
富
。
海
中
に
は
豊
か
な
海
草
の
森
が
広
が

り
、
魚
介
類
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
狙
っ
て
多
く

の
野
鳥
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
も
集
ま
り
、
豊
か
な
生
態
系
を
維
持

し
て
い
る
。

　
中
村
さ
ん
は
「
一
時
的
な
啓
発
活
動
で
は
意
味
が
な
い
」
と

考
え
た
。
そ
こ
で
、
一
緒
に
働
く
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
が
主
導
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
漁
師
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
活
動

を
、
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。「
パ
ラ
カ
ス
か

ら
海
の
資
源
が
減
っ
て
困
る
の
は
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
。

誰
も
が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
教
育
を
提
供

小
さ
い
と
き
か
ら
環
境
を
守
る
意
義
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
、

周
辺
地
域
の
学
校
４
校
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
訪
ね
、
パ
ト
リ

シ
ア
さ
ん
や
同
僚
と
協
力
し
な
が
ら
、
環
境
保
全
に
関
す
る
授

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
授
業
は
、
実
物
や
模
型
を
使
い
、
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。「
例
え
ば
、
鳥
の
話
を
す
る
際

は
本
物
の
羽
を
触
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
大
型
の
パ
ズ
ル
を
使
っ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
ま
す
」

と
中
村
さ
ん
。
学
校
の
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
講
師
が
一
方
的

に
話
す
こ
と
が
多
く
、
生
徒
や
聴
衆
の
集
中
力
が
欠
け
る
と
い

う
ケ
ー
ス
を
何
度
も
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
判
断
だ
。

　
授
業
で
扱
う
テ
ー
マ
は
多
彩
だ
。
海
の
生
態
系
の
多
様
性
や

持
続
可
能
な
資
源
の
利
用
、
気
候
変
化
な
ど
、
総
合
的
に
自
然

環
境
保
全
を
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。「
授

業
後
、『
次
は
何
を
教
え
て
く
れ
る
の
？
』
と
子
ど
も
た
ち
が

話
し
掛
け
て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
笑
顔

と
輝
い
た
瞳
を
見
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
」

　
そ
ん
な
中
村
さ
ん
も
、
着
任
当
初
は
周
囲
に
な
じ
む
の
に
苦

労
し
た
と
い
う
。「
同
僚
か
ら
は
、
シ
ュ
ン
は
最
初
、『
お
腹
が

空
い
た
』
し
か
話
せ
な
か
っ
た
と
冗
談
交
じ
り
に
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
同
僚
や
現
地
の
友
人
ら
が
熱
心
に
ス
ペ
イ
ン
語
を

教
え
て
く
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
」
と
笑
う
。
当
初
は
一
人
の
時
間
が
取
れ
ず
、
悩
ん

だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
地
の
文
化
に
慣
れ
、
今
で
は

周
囲
に
感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。「
決
し

て
う
ま
く
は
な
い
」
と
苦
笑
い
す
る
ダ
ン
ス
も
今
で
は
楽
し
ん

で
し
ま
う
ほ
ど
、
現
地
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　
２
年
の
任
期
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
こ
こ
か
ら
が
活
動
の
深

み
が
増
す
時
期
だ
。
環
境
教
育
は
す
ぐ
に
成
果
が
目
に
見
え
る

も
の
で
は
な
い
が
、
中
村
さ
ん
は
「
環
境
教
育
と
は
、
地
域
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
す
。
命
の
尊
さ

や
自
然
の
神
秘
、
恩
恵
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
の
大
き
な
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
強
調
す

る
。
継
続
は
力
な
り
の
精
神
を
大
切
に
、
任
期
満
了
後
の
地
域

の
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

　
海
岸
線
か
ら
広
大
な
砂
漠
が
広
が
り
、
野
生
の
ペ
リ
カ
ン
や

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
、
多
く
の
海
鳥
や
海
洋
動
物
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
南
米
・
ペ
ル
ー
の
「
パ
ラ
カ
ス
国
立
公

園
」。
世
界
有
数
の
観
光
地〝
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
〞に
次
ぐ
国
内

第
二
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
。
一
方
で
、禁
止
さ
れ
て
い
る
漁
の
横
行
や
、漁
師
・

観
光
客
ら
に
よ
る
ご
み
の
投
棄
問
題
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
豊

か
な
生
態
系
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　「
環
境
問
題
は
、
今
や
世
界
的
な
問
題
で
す
。
そ
の
解
決
に

は
国
際
的
な
協
働
が
必
要
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
地
域

群馬県出身。2012年に東海大
学を卒業し、群馬県立ぐんま昆虫
の森へ入職。キャンプ場での野
外活動支援員や養蜂場での勤
務、尾瀬国立公園の管理員など
を経て、2016年11月から青年海
外協力隊（環境教育）としてペル
ーで活動中。

PROFILEJICA 
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Story

NAKAMURA
Shunichi

「
子
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
美
し
い
ペ
ル
ー
」

国
内
有
数
の「
自
然
の
宝
庫
」の
環
境
を
守
る
べ
く
、地
域
を
駆
け
回
る
中
村
俊
一
さ
ん
。

将
来
を
見
据
え
、子
ど
も
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
自
然
環
境
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
る
。
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a.学校の生徒に、海鳥の生態について解説
b.漁師の家族、現地ボランティアと。海洋ごみについて説明した
c.授業で地球温暖化について紙芝居風に教えた
d.パラカス国立公園で最も有名なラミーナ浜。夏季は多くの観光客が訪れる

d

c

「
自
然
環
境
」と

共
に
歩
む
キ
ャ
リ
ア

b

学校のお祭りに参加して、旅鳥について説明する中村さん

a

ペルー
パラカス



　
透
き
通
っ
た
海
に
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
白

い
砂
浜
。
南
太
平
洋
の
島
国
サ
モ
ア
と
い
え

ば
、
多
く
の
人
が
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
近
年
、
そ

の
美
し
い
海
岸
の
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
。
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

森
林
伐
採
や
開
発
が
進
む
場
所
な
ど
で
深
刻

化
し
て
い
る
土
壌
侵
食
。
河
川
か
ら
濁
水
が

流
出
し
、
沿
岸
域
の
景
観
悪
化
を
引
き
起
こ

す
だ
け
で
な
く
、
サ
ン
ゴ
礁
の
生
態
系
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
た
び
た

び
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
同
国
に

と
っ
て
、
土
壌
侵
食
に
よ
り
土
砂
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
見
過

ご
せ
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
サ
モ
ア
の
環
境
保
全
に
貢

献
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
沖
縄
県

の
環
境
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
株
式
会
社
南

西
環
境
研
究
所
だ
。「
沖
縄
県
も
サ
モ
ア
と
同

じ
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
が

あ
る
の
で
す
」
と
同
社
取
締
役
の
大
城
政
人

さ
ん
は
説
明
す
る
。
沖
縄
県
で
は
、〝
赤
土
〞

と
い
わ
れ
る
粒
子
の
細
か
い
土
壌
が
河
川
を

通
じ
て
周
辺
海
域
に
流
出
し
、
サ
ン
ゴ
礁
な

ど
の
自
然
環
境
に
加
え
て
、
水
産
業
や
観
光

業
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
き
た
。

赤
土
は
沖
縄
県
内
の
土
壌
の
約
７
割
を
占
め

て
お
り
、
県
は
１
９
９
５
年
に
「
沖
縄
県
赤

土
等
流
出
防
止
条
例
」
を
制
定
し
、
国
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
赤
土
対
策
を
強
化
し
て

き
た
の
だ
。

　
沖
縄
県
で
は
濁
水
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

１
０
０
%
天
然
ヤ
シ
繊
維
か
ら
作
ら
れ
た「
バ

イ
オ
ロ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
」
が
活
用
さ
れ
て
い

る
。
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
15
キ
ロ
の
こ

の
製
品
を
連
結
し
、
河
川
の
流
れ
の
中
に
設

置
す
る
こ
と
で
、
濁
水
を
ろ
過
す
る
こ
と
が

で
き
る
。ま
た
、河
岸
の
斜
面
に
設
置
す
れ
ば
、

侵
食
防
止
や
護
岸
の
機
能
に
加
え
て
、
自
然

植
生
の
回
復
を
促
す
緑
化
材
と
し
て
も
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
同
社
と
、
バ
イ
オ
ロ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
開
発
し
た
株
式
会
社
ウ
エ

ス
コ
ッ
ト
ウ
エ
ス
ト
（
東
京
都
）
は
、
こ
の

技
術
を
サ
モ
ア
の
課
題
解
決
に
役
立
て
よ
う

と
、
２
０
１
６
年
か
ら
J
I
C
A
の
中
小
企

業
海
外
展
開
支
援
事
業
を
通
じ
た
現
地
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　「
サ
モ
ア
の
課
題
で
あ
る
〝
環
境
悪
化
〞
と

〝
災
害
リ
ス
ク
増
大
〞
の
解
決
に
向
け
て
、
ま

ず
は
担
当
機
関
で
あ
る
自
然
資
源
環
境
省

（
M
N
R
E
）
と
協
議
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
ロ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
効
果
を
検
証
す
る
モ
デ
ル

河
川
を
選
定
し
ま
し
た
」
と
大
城
さ
ん
。
候

補
地
の
視
察
や
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
結
果
、
首
都
ア
ピ
ア
近
郊
の
フ
ァ
ガ
リ

ー
地
区
を
流
れ
る
２
つ
の
河
川
で
実
証
実
験

を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
環
境
改
善
モ
デ

ル
と
な
る
河
川
は
、
中
流
域
に
住
宅
地
が
点

在
し
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
が
、
土
壌
侵
食
に
よ
り
次
第
に
森
林
が
減

少
し
て
い
る
。
一
方
、
災
害
リ
ス
ク
低
減
モ

デ
ル
と
な
る
河
川
は
、
浸
水
被
害
や
流
木
に

よ
っ
て
下
流
域
に
架
か
る
橋
が
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　
大
城
さ
ん
ら
は
、
こ
の
２
つ
の
モ
デ
ル
河

川
の
動
植
物
、
水
質
、
災
害
履
歴
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
を
調
査
し
、
バ
イ
オ
ロ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
の
活
用
が
具
体
的
な
解
決
策
と
な
り
得

る
こ
と
を
M
N
R
E
に
説
明
し
た
。「
当
初

は
プ
レ
ゼ
ン
資
料
と
カ
タ
ロ
グ
だ
け
で
説
明

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
製
品
の

構
造
や
機
能
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
の
は

困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
実
際
に
現
物
を
見
た

り
触
れ
た
り
で
き
る
よ
う
に
製
品
サ
ン
プ
ル

を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
ま
し
た
」

　
同
社
は
今
回
の
現
地
調
査
に
先
立
っ
て
、

沖
縄
県
が
実
施
し
た
「
沖
縄
建
設
産
業
グ
ロ

ー
バ
ル
化
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
２
０
１

３
年
か
ら
２
０
１
６
年
に
か
け
て
サ
モ
ア
で

事
前
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
期
間
も
含
め
、

約
３
年
半
に
わ
た
っ
て
同
国
の
環
境
や
防

災
・
減
災
に
つ
い
て
共
に
議
論
を
重
ね
て
き

た
人
物
が
、
M
N
R
E
の
C
E
O
補
佐
官
を

務
め
る
マ
ラ
キ
・
イ
ア
コ
ポ
さ
ん
だ
。「
マ

ラ
キ
さ
ん
が
主
導
し
て
フ
ァ
ガ
リ
ー
地
区
の

住
民
代
表
を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
こ
と
で
、
住
民
か
ら
の
理
解
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
大
城
さ
ん
も
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
。

　
現
地
調
査
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｅ

以
外
の
関
係
機
関
か
ら
も
バ
イ
オ
ロ
グ
フ
ィ

自
然
素
材
の
濁
水
処
理
技
術
に

多
方
面
か
ら
高
い
関
心

常
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
地

開
発
の
陰
で
自
然
環
境
に
変
化
が

ル
タ
ー
へ
の
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
豊
富

な
ヤ
シ
の
木
を
生
か
し
、
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル

に
次
ぐ
輸
出
製
品
の
開
発
を
検
討
し
て
い
る

商
業
産
業
労
働
省
な
ど
は
、
製
品
の
素
材
と

な
る
ヤ
シ
繊
維
が
、
オ
イ
ル
を
絞
る
際
に
廃

棄
さ
れ
る
ヤ
シ
の
殻
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
国
内
生
産
に
も
興
味
を
示
し
て

い
る
と
い
う
。

　
今
後
は
、
バ
イ
オ
ロ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
効

果
を
検
証
し
な
が
ら
、
製
品
や
技
術
を
普
及

さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す

る
。「
地
域
の
環
境
に
適
し
た
製
品
開
発
を
進

め
る
こ
と
と
、
島
国
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
沖

縄
特
有
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
技
術
を
、
サ
モ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
大
洋
州
の
国
々
に
普
及
さ

せ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
で
す
」
と
意

気
込
む
大
城
さ
ん
。
沖
縄
発
の
技
術
が
、
大

洋
州
の
海
を
守
る
鍵
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

［右］

［左］

サモアの首都アピア近郊の河川。土壌侵食によって水
が赤く染まっており、これが沿岸域に流出して景観や水質の
悪化を引き起こしている
沖縄県以外にも国内各地の河川で濁水対策として設置さ
れているバイオログフィルター （写真は三重県の船津川）

同じ課題に立ち向かう島国として
土壌侵食に伴い、濁水が河川を通じて沿岸域に流出する。

長年、沖縄県が対策を行ってきたこの問題は、実は大洋州のサモアでも起きている。
これまで蓄積してきた技術を生かしてサモアの環境保全に協力したい――。

沖縄県の企業の熱き挑戦に迫る。

南西環境研究所株式会社

モデル河川を視察し、地域住民と意見交換を行う大城さん（右端）ら

アピア

MNREの担当者との協議。製品サンプルを用いながら、バイオログ
フィルターの特徴を説明した

サモア

ニュージーランド

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

ファガリー地区のモデル河川。大雨時に河川が増水して車が通れなくなることも
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富
山
県
氷
見
市
で
魚
の
仲
卸
業
を
営
む

祖
父
母
を
持
ち
、水
産
業
の
活
気
を
身

近
に
感
じ
な
が
ら
育
っ
た
加
納
篤
さ
ん
。

水
産
行
政
官
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、

現
在
は
開
発
途
上
国
の
水
産
業
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
奮
闘
中
だ
。 

　

私
は
水
産
庁
か
ら
の
出
向
で
、
昨
年
４
月
か
ら

J
I
C
A
農
村
開
発
部
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
水
産
庁
の
他
、
同
じ
く
出
向
と
し
て
北
海

道
庁
で
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、
行
政
の
立
場
か
ら

国
内
の
水
産
業
の
振
興
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
母
は
、
定
置
網
漁
や
寒
ブ
リ
な
ど
で

有
名
な
富
山
県
氷
見
市
で
魚
の
仲
卸
業
を
営
ん
で

お
り
、
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
港
町
の
暮
ら
し
に

親
し
ん
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
生
き
物
と
し
て
の

魚
の
魅
力
に
も
引
か
れ
、
大
学
で
は
海
洋
や
水
産
、

魚
類
の
生
命
科
学
な
ど
、
海
と
魚
に
関
わ
る
分
野

を
広
く
学
び
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
漁
業
生
産

量
が
減
少
し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
今
で
は
、
水

産
業
は
斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
な
漁
業
と
港

町
の
活
気
を
肌
で
感
じ
て
き
た
私
は
、
こ
の
衰
退

し
つ
つ
あ
る
国
内
水
産
業
を
何
と
か
し
た
い
、
活

性
化
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
水
産

庁
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

水
産
庁
職
員
と
し
て
７
年
目
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
た
と
き
、
J
I
C
A
に
出
向
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
正
直
に
言
え
ば
、
実
は
こ
の
と
き

J
I
C
A
の
活
動
や
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、〝
知
ら
な
い
世
界
だ
か
ら
こ

そ
学
べ
る
こ
と
が
多
く
あ
る
は
ず
だ
〞と
い
う
気

持
ち
で
、
国
際
協
力
と
い
う
新
し
い
分
野
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
で
は
主
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
西
ア
フ

リ
カ
の
水
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
お
り
、

関
係
各
国
へ
も
出
張
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
自
身
に
と
っ
て
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ

訪
問
と
な
っ
た
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
出
張
は
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
同
国
で
は
現
在
、
湖
や
池
な

ど
の〝
内
水
面
〞を
活
用
し
た
テ
ィ
ラ
ピ
ア
や
ナ
マ

ズ
類
の
養
殖
の
振
興
を
図
る
「
内
水
面
養
殖
再
興

計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
現
場
を
視
察
し
た
り
、
先
方
の
関

係
者
や
日
本
人
専
門
家
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
た

り
す
る
中
で
、
ア
フ
リ
カ
水
産
業
の
現
状
や
人
々

の
暮
ら
し
、
ま
た
、
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
課
題
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
、
ま
さ
に
こ
の
言
葉
を
痛
感
し
た
出
張
で
し

た
。

　

多
く
の
途
上
国
で
は
港
や
浜
に
た
く
さ
ん
の
漁

民
・
商
人
が
集
い
、
協
力
し
な
が
ら
資
源
を
確
保

し
、
分
け
合
い
、
売
買
し
て
生
計
を
立
て
て
い
ま

す
。
日
本
の
漁
村
も
同
じ
よ
う
な
歴
史
背
景
を
持

っ
て
い
ま
す
の
で
、
国
際
協
力
で
は
日
本
の
知
見

を
大
い
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
方
で
、

途
上
国
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多
く
あ
る
と
気
が

付
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
技
術
協
力
を
行
う
際
に
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日
本
と
世
界
の
水
産
業
の
発
展
を
支
え
た
い

コートジボワールの内水面養殖場の視察にて。現地では養鶏や農業などの事業経営者
が養殖事業に取り組む例が多いという

From Headquarters

は
、
よ
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ

る
試
験
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の

試
行
錯
誤
の
過
程
や
生
じ
た
結
果
の
中
に
は
、
も

ち
ろ
ん
環
境
の
違
い
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
も
の

の
、
日
本
に
も
適
用
で
き
る
ヒ
ン
ト
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
研
修
の
場
に
同
席
す
る
と
、
研
修

員
の
意
見
を
通
し
て
、
改
め
て
日
本
の
水
産
業
の

良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

島
国
で
あ
る
日
本
の
暮
ら
し
は
、
海
と
共
に
あ

り
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
な
が
ら
栄
え
て
き
ま

し
た
。
私
は
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
の
経
験

に
加
え
て
、
J
I
C
A
の
仕
事
を
通
じ
て
得
た
途

上
国
の
経
験
を
携
え
、
日
本
と
世
界
双
方
の
水
産

業
発
展
に
寄
与
す
る
、
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2009年に東京大学農学部水
産専攻を卒業し、水産庁に入
庁。11年４月より２年間北海道
庁出向。その後、水産庁で３年
間の勤務を経て、16年４月より
JICA出向。農村開発部にて主
に水産分野の案件を担当。

農村開発部
農業・農村開発第一グループ

第二チーム

加納 篤
KANO Atsushi

インドネシアの海洋水産省職員らと現地の水産市場
を視察した加納さん（右から３人目）

水
産
業
振
興
の
舞
台
が

国
内
か
ら
世
界
へ

互
い
の
知
見
の
共
有
が

水
産
業
活
性
化
の
鍵
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メ
キ
シ
コ
で
は
現
地
時
間
の
９
月
7
日
、

同
国
南
東
に
位
置
す
る
チ
ア
パ
ス
州
ピ
ヒ
ヒ

ア
パ
ン
の
沖
約
87
キ
ロ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
・
2
の
地
震
が
、
同
19
日
に
は
首
都
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
の
南
方
に
あ
る
プ
エ
ブ
ラ
州
ラ

ボ
ソ
か
ら
東
北
東
に
５
キ
ロ
の
地
点
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
1
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
つ
の
地
震
に
よ

り
、
4
0
0
人
を
超
え
る
方
々
が
犠
牲
と
な

り
、
数
千
の
建
物
が
損
壊
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
9
月
21
日
か
ら
28
日
に
か

け
て
、
72
人
か
ら
成
る
国
際
緊
急
援
助
隊
・

救
助
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
中
心
部
の
被
災
地
３
カ
所
で
捜
索
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
対
し
、

メ
キ
シ
コ
政
府
と
同
国
の
人
々
か
ら
は
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
J
I
C
A
は
10
月
１
日
か
ら
、

復
興
段
階
で
の
協
力
の
可
能
性
を
検
討
す
る

調
査
団
を
派
遣
。
こ
の
調
査
団
は
同
国
の
内

務
省
や
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
、
国
際
開
発
協

力
庁
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
関
係
部
局
な
ど
を

訪
問
し
て
被
災
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
復
興
段
階
で
の
協
力
に
向
け
て
情
報
収

集
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

メキシコ地震に国際緊急援助隊と調査団を派遣 01

03「海上保安政策プログラム」の修了生に学位授与

02　ソマリアで26年ぶりの新規技術協力プロジェクト
　

J
I
C
A
は
9
月
26
日
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
で
、
ソ
マ
リ
ア
政
府
と
の
間
で
技
術
協

力
「
若
年
層
雇
用
に
係
る
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署
名
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
ソ
マ
リ
ア
国
内
の
若
年
層
の

雇
用
促
進
に
向
け
、
雇
用
機
会
を
生
み
出
す
産

業
の
振
興
計
画
や
人
材
育
成
計
画
の
策
定
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
産
業
に
携
わ
る

教
育
・
職
業
訓
練
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
の
人

材
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

ソ
マ
リ
ア
で
は
長
ら
く
続
い
た
紛
争
の
影
響

で
、
人
口
の
約
7
割
を
占
め
る
30
歳
未
満
の
若

年
層
の
就
業
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
職
を
得
ら
れ
な
い
若
者
の
中

に
は
、
海
賊
や
反
政
府
武
装
集
団
な
ど
の
活
動

に
参
加
し
て
生
計
を
立
て
る
人
も
お
り
、
若
年

層
の
雇
用
・
就
業
に
役
立
つ
政
策
や
環
境
の
整

備
が
急
務
で
す
。

　

本
事
業
は
、
1
9
9
1
年
に
当
時
の
バ
レ
政

権
が
崩
壊
し
て
か
ら
約
26
年
ぶ
り
に
ソ
マ
リ
ア

で
実
施
す
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

J
I
C
A
は
こ
れ
に
加
え
、
ソ
マ
リ
ア
以
外
の

第
三
国
や
日
本
で
の
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
平
和
の
定
着
と
経

済
社
会
安
定
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
14
日
、
東
京
都
の
国
立
大
学
法
人
政
策

研
究
大
学
院
大
学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
で
、「
海
上

保
安
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た
第
二
期

研
修
員
（
2
0
1
6
年
10
月
〜
2
0
1
7
年
9

月
）
の
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、J
I
C
A
と
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
、

海
上
保
安
庁
、
日
本
財
団
の
協
力
の
下
、
２
０

１
５
年
10
月
に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
法

や
海
上
保
安
政
策
の
企
画
・
立
案
に
関
す
る
高

度
な
知
識
と
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
期
の
研
修
員
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
集
ま
っ
た
計
５

人
で
す
。
彼
ら
は
１
年
間
の
修
士
課
程
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
海
上
保
安
大
学

校
で
、
海
上
保
安
政
策
に
関
す
る
科
目
を
履
修

し
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
、
G
R
I
P
S
の
田

中
明
彦
学
長
が
学
位
記
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

研
修
員
は
、
9
月
12
日
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
期
生
と
共
に
赤
坂
の
迎
賓
館
を
訪
れ
、
安
倍

首
相
と
面
会
し
ま
し
た
。
研
修
員
が
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
得
た
海
上
保
安
に
関
す
る
国
際
法
や

国
際
関
係
論
、
海
上
保
安
政
策
の
企
画
・
立
案

な
ど
の
知
識
を
生
か
し
て
、
母
国
の
海
上
安
全

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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第二期プログラムの修了生ら

ソマリア計画・投資・経済開発省のファマ・アフ
メッド副大臣（右）と佐野景子ケニア事務所長に
よる署名式の様子

「
よ
り
良
い
復
興
（B

uild B
ack B

etter

）」※

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
よ
り
災
害
に
強

い
社
会
を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
自
然
災
害
に

備
え
た
メ
キ
シ
コ
側
の
防
災
計
画
の
整
備

や
災
害
対
応
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
の
知

見
や
技
術
の
紹
介
な
ど
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を

2
0
1
7
年
内
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、
1
9
8
5
年
に
も
同
国

中
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
て
お

り
、
J
I
C
A
は
88
年
か
ら
国
立
防
災
セ
ン

タ
ー
の
設
立
と
組
織
・
能
力
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
6
年
か

ら
国
際
科
学
技
術
協
力
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）

と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
太
平
洋
側
で
発
生
す

る
地
震
・
津
波
の
研
究
と
津
波
に
よ
る
人
的

被
害
を
削
減
す
る
た
め
の
防
災
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
首
都

の
強
靭
化
を
通
じ
た
被
害
の
削
減
や
将
来
の

津
波
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

て
、
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※ 

2
0
1
5
年
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択

さ
れ
た
「
仙
台
防
災
枠
組 
2
0
1
5
ー
2
0
3
0
」

の
優
先
行
動
の
1
つ
。
災
害
を
契
機
に
、
よ
り
強
靭
な

社
会
を
目
指
す
考
え
方
で
、
J
I
C
A
は
こ
れ
に
基
づ

く
復
興
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

倒壊したビルからの救助活動

５日ぶりに救出された飼い犬

き
ょ
う
じ
ん



南
米
の
古
代
魚
で
作
る
和
食

食
糧
問
題
の
解
決
に
？

な
さ
ん
は
今
日
、
お
さ
か
な
を
食
べ
ま

し
た
か
？

　
今
の
時
期
、
脂
が
の
っ
て
お
い
し
く
な
る
お
さ

か
な
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
サ
ン
マ
や
サ
バ
、
ア

ジ
、
マ
グ
ロ
な
ど
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
縁
の
深

い
お
さ
か
な
の
多
く
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬

を
迎
え
ま
す
。
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
ウ
ナ

ギ
だ
っ
て
、
本
当
は
今
の
時
期
が
一
番
脂
が
乗
っ

て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
冬
眠
し
な
く
ち
ゃ
い

け
ま
せ
ん
か
ら
。

　
で
も
、
こ
の
数
年
、
ウ
ナ
ギ
や
マ
グ
ロ
、
サ
ン

マ
な
ど
が
食
卓
に
上
ら
な
く
な
る
か
も
、
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
、
た
く
さ
ん
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
間
が
お
さ
か
な
を
捕
り
過
ぎ
れ
ば
、

当
然
、
お
さ
か
な
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
文

化
に
た
く
さ
ん
お
さ
か
な
を
取
り
入
れ
て
き
た
日

本
人
と
し
て
、
そ
ん
な
世
界
は
ち
ょ
っ
と
悲
し
い

で
す
。

　
で
も
、
も
し
か
す
る
と
解
決
法
の
一
つ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
取
り
組
み
が
地
球
の
裏
側
で
進
ん

で
い
る
と
聞
い
て
、
ギ
ョ
ッ
と
ひ
と
っ
飛
び
、
ブ

ラ
ジ
ル
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
！

　
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
車
で

１
時
間
。
イ
ビ
ウ
ナ
と
い
う
町
に
、
一
人
の
日
本

人
養
殖
家
が
い
ま
す
。
40
年
前
、
ス
ッ
ポ
ン
の
養

殖
事
業
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
て
き
た
鴻
池
龍
朗
さ

ん
。
エ
ビ
の
養
殖
な
ど
を
手
掛
け
た
後
、
数
年
前

か
ら
ピ
ラ
ル
ク
ー
と
い
う
お
さ
か
な
の
養
殖
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
最
大
の
淡
水
魚
と
も
い
わ
れ
る
ピ
ラ
ル
ク

ー
は
ア
マ
ゾ
ン
川
に
住
み
、
１
億
年
前
か
ら
姿
が

変
わ
っ
て
い
な
い
〝
古
代
魚
〞
で
す
。
今
か
ら
１

億
年
前
と
い
え
ば
、
地
上
で
は
恐
竜
が
栄
え
て
い

た
時
代
。
私
た
ち
ヒ
ト
の
先
祖
で
あ
る
サ
ル
目
の

そ
の
ま
た
先
祖
、
ヒ
ト
と
ネ
ズ
ミ
と
コ
ウ
モ
リ
の

共
通
の
祖
先
が
、
よ
う
や
く
生
ま
れ
た
か
ど
う
か

と
い
う
時
代
で
す
よ
！
そ
ん
な
昔
か
ら
姿
を
変

え
ず
に
生
き
て
い
る
ピ
ラ
ル
ク
ー
を
、
地
元
の
人

た
ち
は
昔
か
ら
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
た
そ
う

で
す
。
で
も
、
天
然
の
ピ
ラ
ル
ク
ー
を
捕
り
続
け

て
い
れ
ば
、
い
つ
か
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ピ

ラ
ル
ク
ー
を
絶
滅
か
ら
守
り
つ
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

食
卓
に
も
届
け
た
い
―
―
鴻
池
さ
ん
は
、
そ
ん
な

思
い
を
胸
に
、
ピ
ラ
ル
ク
ー
の
養
殖
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
す
。

　「
ピ
ラ
ル
ク
ー
は
狭
い
池
で
た
く
さ
ん
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
上
、
10
セ
ン
チ
の
稚
魚
が
１
年
で

１
メ
ー
ト
ル
も
の
大
き
さ
に
育
ち
ま
す
。
養
殖
の

効
率
が
と
て
も
良
い
の
で
、
世
界
の
食
糧
問
題
を

解
決
す
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
ん
で
す
」。
ピ

ラ
ル
ク
ー
で
い
っ
ぱ
い
の
池
を
目
の
前
に
し
た
鴻

池
さ
ん
の
熱
弁
に
は
、
ピ
ラ
ル
ク
ー
に
負
け
ず
劣

ら
ず
の
、
す
ギ
ョ
い
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
養
殖
と
い
え
ば
、
お
さ
か
な
た
ち
が
生
活
し
て

い
る
水
は
、
時
々
入
れ
替
え
、
古
い
水
を
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鴻
池
さ
ん
は
養
殖
池
の

排
水
を
、
な
ん
と
野
菜
作
り
に
活
用
！
下
仁
田

ネ
ギ
や
レ
タ
ス
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
養
殖
池

の
水
に
は
ピ
ラ
ル
ク
ー
の
ふ
ん
な
ど
、
栄
養
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
作

ら
れ
た
野
菜
は
う
ま
み
や
甘
み
が
豊
富
で
、
し
か

も
よ
く
育
つ
の
だ
そ
う
で
す
。
排
水
を
無
駄
に
し

な
い
だ
け
で
な
く
、
川
や
海
を
排
水
汚
染
か
ら
守

る
こ
と
も
で
き
る
、
一
石
二
鳥
、
三
鳥
の
取
り
組

み
で
す
ね
。

　
鴻
池
さ
ん
の
養
殖
池
で
つ
か
ま
え
た
ピ
ラ
ル
ク

ー
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
日
本
人
の
料
理
研
究
家

の
方
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
和
食
を
教
え
て
い

る
、
小
笠
原
純
子
さ
ん
で
す
。

　
日
本
人
は
明
治
時
代
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民

を
は
じ
め
、
今
で
は
１
９
０
万
人
の
日
系
人
が
ブ

ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
ま
す
。
小
笠
原
さ
ん
は
、
か

つ
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
て
、
日
系
社
会
に
和
食
の

良
さ
と
ブ
ラ
ジ
ル
な
ら
で
は
の
食
材
を
生
か
し
た

料
理
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い

た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、和
食
普
及
の
た
め
に
、

自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
食
文

化
を
学
び
な
が
ら
、
和
食
の
料
理
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。

　
鴻
池
さ
ん
の
ピ
ラ
ル
ク
ー
が
、
小
笠
原
さ
ん
の

手
で
刺
身
や
あ
ん
か
け
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
大
変

身
！
さ
か
な
ク
ン
も
、
ピ
ラ
ル
ク
ー
で
千
葉
の

名
物
な
め
ろ
う
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
ピ
ラ
ル
ク
ー
の
お
料
理
を
堪
能
し
た
後
は
、
い

よ
い
よ
ア
マ
ゾ
ン
に
レ
ッ
ツ
ギ
ョ
ー
で
す
！
多

く
の
未
確
認
生
物
が
住
む
、
世
界
最
大
の
熱
帯
雨

林
ア
マ
ゾ
ン
。
で
も
、
違
法
な
木
々
の
伐
採
や
生

き
物
の
乱
獲
な
ど
、
自
然
を
脅
か
す
人
間
の
活
動

も
絶
え
ま
せ
ん
。
自
然
を
守
る
に
は
、
ま
ず
自
然

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
。
そ
ん
な

考
え
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
で
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、
町
や
自
然

な
ど
、
そ
こ
に
あ
る
環
境
そ
の
も
の
を
博
物
館
に

見
立
て
て
、
自
然
本
来
の
姿
や
そ
こ
に
生
き
る
動

物
た
ち
と
触
れ
合
い
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
所

の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
立
ア
マ
ゾ

ン
研
究
所
と
日
本
の
京
都
大
学
や
企
業
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
な
ど
が
協
力
し
て
、自
然
を
学
べ
る
場
作
り
と
、

傷
付
い
た
マ
ナ
テ
ィ
ー
た
ち
を
自
然
に
返
す
試
み

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ア
マ
ゾ
ン
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
マ
ナ
テ
ィ
ー
た

ち
は
、
人
魚
伝
説
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
肉
や
皮
が
目
的
で
人
間
に
狙
わ

れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。「
こ
こ
で
世
話
し
て
い
る

の
は
、
主
に
密
漁
に
よ
っ
て
傷
付
い
た
り
、
親
を

亡
く
し
た
り
し
た
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
子
ど
も
で
す
」。

赤
ち
ゃ
ん
マ
ナ
テ
ィ
ー
が
泳
ぐ
水
槽
を
見
て
回
り

な
が
ら
、
京
都
大
学
の
池
田
威
秀
さ
ん
が
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
一
頭
に
ミ
ル
ク
を

飲
ま
せ
な
が
ら
触
っ
て
み
る
と
、
肌
触
り
は
と
て

も
し
っ
と
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
を
育

て
て
自
然
に
返
す「
マ
ナ
テ
ィ
ー
野
生
復
帰
事
業
」

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
作
り
の
目
玉
の

一
つ
で
す
。　
ア
マ
ゾ
ン
川
を
小
船
で
３
時
間
さ

か
の
ぼ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
部

施
設
の
建
設
予
定
地
も
訪
問
し
ま
し
た
。
手
付
か

ず
の
自
然
、
と
い
っ
た
感
じ
の
山
の
中
、
見
回
す

と
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
森

の
中
の
施
設
は
2
0
1
8
年
３
月
ご
ろ
に
完
成
予

定
で
、
将
来
的
に
は
研
究
活
動
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
拠
点
と
な
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
大
自
然
と
お

さ
か
な
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
、
こ
の

自
然
を
守
る
た
め
に
ギ
ョ
ッ
と
手
を
取
り
合
っ

て
、
協
力
を
進
め
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

み

ア
マ
ゾ
ン
の
〝
人
魚
〞

里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鴻池さんの養殖しているピラルクー。うろこが硬く、下ごしらえも一苦労でした！

アマゾンでギョギョッと仰天
環境を守り、食を豊かに

特 別 レ ポ ー ト

国立アマゾン研究所で開く子どもたち向けの授業に備えて、
アマゾンで出会ったおさかなの絵を描きました

シニアボランティアの小笠原さんから手ほどきを受け、さかなクン
も、ピラルクーを使った和食に挑戦！

世界一の流域面積を持つアマゾン川周辺でも、水産資源
の管理や生態系の維持が課題となっています。解決の糸
口を探るため、東京海洋大学名誉博士でもあるタレントの
さかなクンが、ブラジルで活躍する日本人の魚養殖家を訪
問しました。さらには、かわいらしい“アマゾンの人魚”と
の出会いも。

小船に乗ってアマゾンの
奥地へ。フィールドミュージ
アムができれば、エコツー
リズムも可能に

フィールドミュージアム
建設予定地では、デン
キウオを捕まえました

ブラジル

さかなクン

さ
か
な
ク
ン

東
京
海
洋
大
学
名
誉
博
士
・
客
員
准
教
授
。千
葉
県
館
山
市

在
住
。日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
広
報
大
使
、農
林
水
産
省

お
魚
大
使
、W
W
F
ジ
ャ
パ
ン
親
善
大
使
、環
境
省
地
球
い
き
も

の
応
援
団
な
ど
肩
書
き
多
数
。魚
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と

経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
話
や
、親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

お
茶
の
間
で
大
人
気
。「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
動
中
で
す
。
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櫻井 宏明
Sakurai  Hiroaki

外務省　国際協力局
国別開発協力第一課 兼 事業管理室  上席専門官

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　世界の海は今、汚染や温暖化による環境変化、水産
資源の減少など、さまざまな問題に直面しています。

気候変動による海面上昇や自然災害の発生などは、

人々の暮らしと経済に直結する課題ですが、海に囲ま

れている島しょ国はそうした影響を特に受けやすいの

です。

　現在14ある太平洋の島しょ国の多くは、1970年代

から80年代にかけて独立した比較的新しい国です。一

方で、歴史的に見れば日本が統治していた地域もあ

り、今でも日系人が暮らしているなど、日本と深いつな

がりを持っています。また、広大な排他的経済水域を

持っていることから、水産資源の供給地やエネルギー

資源などの海上輸送ルートとして存在感があり、日本

にとって重要なパートナーです。

海に囲まれた国の特徴と課題は？

　ベナンの人々は動物性タンパク
質の53%を水産物から摂取してお
り、同国では水産物は生活に欠か
せない食べ物です。しかし、その約８
割は輸入に依存しています。
　ベナンの海岸線は東西数百キロ
と短い上に、近年の人口増加も相
まって、水産物の資源量は減少し
つつあります。このため、食料安全
保障の観点から水産物の自給率
向上が喫緊の課題です。その対処
法として、海に代わって河川や池などの“内水面”を利用した養殖が重要
視されるようになってきました。
　このような背景から、日本は2010年にベナンで内水面養殖普及プロ
ジェクト（PROVAC）を開始しました。2016年12月にベナン政府が発表
した「政府行動計画」の中でも、内水面養殖事業は最優先45案件の一
つに位置付けられており、同国の産業多角化や貧困削減に寄与するこ
のプロジェクトは大きく注目されています。
　プロジェクトの特徴は、日本の技術を20人のベナン人中核養殖家へ伝
え、さらに、彼らが一般養殖家にその技術を伝えることで雇用創出や水産
業の振興を目指すという“農民間普及アプローチ”を採用している点です。
その結果、2010年の事業開始当初880人だった養殖人口は、プロジェ
クト第１期が終了した2014年には約3,000人（女性は約３分の１）に跳
ね上がり、生産量も３倍に増加しました。今年２月から始まった第２期では、
今後５年間で養殖家人口と生産量をさらに増やすことに加え、トーゴやナ
イジェリアなど周辺国への輸出拡大や技術移転を目指しています。　　
　日本は、人から人へと技術を伝えながらベナンの食料安全保障分野での
協力を進め、今後も同国の水産業の発展と雇用創出に協力していきます。

（在ベナン日本国大使館 専門調査員 宮崎 耕太）

A1.

　「太平洋・島サミット」は日本・太平洋島嶼国首脳会合の
略称で、通称「島サミット」として広く知られています。島サ

ミットは日本と太平洋島しょ国の関係を強化する目的で

1997年に開始されたもので、３年に一度、太平洋島しょ

国の首脳を日本に招待して地域の課題について意見交換

を行っています。日本がこれらの国々に対して行う支援の

方針も、この場で話し合われます。

　前回の第７回太平洋・島サミットは2015年５月、福島

県いわき市で開催されました。ここでは、「防災」「気候変

動」「環境」「人的交流」「持続可能な開発」「海洋・漁業」

「貿易・投資・観光」の７分野に焦点を当てて協力していく

Q1.

　日本は、変わり行く海洋環境の中で島しょ国が海の

資源を活用しながら持続的に経済成長すると同時に、
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A2.

「太平洋・島サミット」って何？Q2.

A3.

Q3.

人から人へ  ――ベナンで内水面養殖の技術を広める

ティラピアの受精卵と孵化した仔魚の
収穫風景（2017年６月撮影）
（写真提供：インテムコンサルティング
株式会社）
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地として、

日本の重要パートナ
ー

2
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課題を
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3
島しょ国への支援は
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テーマ
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経て、2017年８月より現職。
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アバカールの娘アイーシャは12歳。
学校が休みの時期はカフェを手伝う

エデアでいちばん古いカフェ

Cameroon
［カメルーン］

写真・文＝桜木奈央子（フォトグラファー）

地球ギャラリー vol.110

地球ギャラリー vol.101

地球ギャラリー vol.101

　「
昔
は
、
こ
の
店
で
デ
ー
ト
し
て
オ
ム

レ
ツ
を
食
べ
る
の
が
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た

ん
だ
よ
。
高
校
生
の
と
き
、
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
と
一
緒
に
こ
の
オ
ム
レ
ツ
を
食

べ
に
来
た
な
あ
」
と
、
客
の
一
人
が
話

し
て
く
れ
た
。

　「
カ
フ
ェ
・
ア
バ
カ
ー
ル
」
は
エ
デ
ア

に
初
め
て
で
き
た
カ
フ
ェ
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
中
部
に
位
置
し
、
ギ

ニ
ア
湾
に
面
す
る
カ
メ
ル
ー
ン
。
そ
の

　
出
勤
前
の
腹
ご
し
ら
え
や
ラ
ン
チ
の

ほ
か
、
町
に
出
た
帰
り
に
ち
ょ
っ
と
一

息
つ
き
た
い
と
き
や
お
腹
が
空
い
た
と

き
、
人
々
は
カ
フ
ェ
・
ア
バ
カ
ー
ル
に

立
ち
寄
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
一
人
で
、
ま
た
は
友
人
た
ち
と
、
食

事
や
飲
み
物
を
楽
し
む
。
か
つ
て
店
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
青
年
た
ち
は

大
人
に
な
り
、
客
と
し
て
ア
バ
カ
ー
ル

が
焼
い
た
オ
ム
レ
ツ
を
食
べ
に
来
る
。

店
に
は
、
親
密
で
温
か
い
空
気
が
流
れ

て
い
る
。

　「
今
は
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
店
を
切
り

盛
り
し
て
い
て
、
学
校
が
休
み
の
時
期

は
娘
や
息
子
た
ち
も
手
伝
い
に
来
て
く

れ
る
」。
そ
う
語
る
ア
バ
カ
ー
ル
の
一
日

は
と
て
も
忙
し
い
。
朝
、
店
を
開
け
て
、

焼
き
た
て
の
バ
ゲ
ッ
ト
を
買
い
込
み
、
市

場
へ
食
材
を
仕
入
れ
に
行
く
。
店
に
戻
る

と
す
ぐ
に
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
、
野
菜
を

切
っ
た
り
、
オ
ム
レ
ツ
を
焼
い
た
り
、
ス

ー
プ
を
仕
込
ん
だ
り
す
る
。
仕
事
の
合
間

に
近
く
の
モ
ス
ク
に
お
祈
り
に
行
く
こ
と

も
あ
る
し
、
常
連
客
と
話
し
込
む
こ
と
も

あ
る
。

　
エ
デ
ア
の
市
庁
舎
で
働
い
て
い
る
サ

ン
ド
リ
ー
ヌ
は
、「
仕
事
の
帰
り
に
、時
々

こ
の
カ
フ
ェ
に
寄
る
の
」
と
言
う
。
こ

の
日
は
、
た
っ
ぷ
り
砂
糖
を
入
れ
た
熱

い
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
雨
が
止
む
の

を
待
っ
て
い
た
。
他
の
客
が
い
な
い
と

き
は
ア
バ
カ
ー
ル
も
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル

に
着
き
、
共
通
の
友
人
の
近
況
や
最
近

町
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
談
笑
す

る
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
サ
ン
ド
リ
ー
ヌ
は
「
ま
た
来
る

カメルーン国内のみを流れる川では最長のサナガ川。エデアはこの川沿いにある

アバカールが毎朝、食材の買い出しをする町の市場

かつて店でアルバイトをしていた青年とアバカール（右）。多くの若者がこのカフェで働き、巣立っていった

バイクで市場に買い出しにやってきたアバカール。市場を歩くと、たくさんの友人が声を掛けてくる

トマトとオイルサーディン、そしてパスタが入った特製オムレツ

壁の張り紙には、「店内ではお静かに」
との注意書きが添えられていた

わ
ね
」
と
言
い
残
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

　「
26
歳
で
こ
の
店
を
開
い
て
、
店
を
大

き
く
し
た
り
移
転
し
た
り
す
る
う
ち
に
、

妻
と
出
会
っ
て
結
婚
し
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
成
長
し
て―

―

本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
。
最
初
は
一
人
で
始
め

た
店
だ
け
ど
、
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
友

玄
関
口
で
あ
る
ド
ゥ
ア
ラ
国
際
空
港
か

ら
町
の
雑
踏
を
抜
け
、
し
っ
と
り
と
し

た
熱
帯
雨
林
に
挟
ま
れ
た
道
を
車
で
３

時
間
ほ
ど
走
る
と
、
エ
デ
ア
に
着
く
。

カ
フ
ェ
は
こ
の
町
の
中
心
部
に
あ
る
。

　「
１
９
９
１
年
、
創
業
資
金
お
よ
そ
５

万
４
０
０
０
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
（
日
本
円

に
し
て
約
１
万
１
０
０
０
円
）
で
こ
の

店
を
始
め
た
」
と
、
カ
フ
ェ
の
店
主
、

ア
バ
カ
ー
ル
は
言
う
。「
だ
い
た
い
朝
の

６
時
ぐ
ら
い
に
店
を
開
け
る
。
午
後
２

時
ぐ
ら
い
に
一
度
店
を
閉
め
て
、
そ
の

朝の買い出し。新鮮なアボカドと、袋いっぱいに入っているのは焼きたて
のバゲット

雨上がりのエデアの町で、サンドリーヌはこれからバイクタクシーを拾って家に帰る

人
も
で
き
た
」
と
、
ア
バ
カ
ー
ル
は
笑

顔
で
言
う
。
国
の
発
展
と
共
に
エ
デ
ア

に
も
多
く
の
店
が
で
き
た
。
今
の
若
者

た
ち
が
好
ん
で
通
う
の
は
、
近
頃
増
え

た
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
だ
と
い
う
。
け

れ
ど
、
こ
の
店
に
は
、
彼
の
出
会
い
に

満
ち
た
人
生
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

仕事帰りにカフェ・アバカールに寄ったサンドリーヌは、しばし雨宿りを
してから出て行った

カフェの店主、アバカール。一人で始めた店を、
今はスタッフや家族と切り盛りしている

桜木 奈央子（さくらぎ なおこ）

1977年、高知県出身。2001年よりアフリカに通い始める。フォトエッセイ
『かぼちゃの下でーウガンダ戦争を生きる子どもたち』、写真絵本『世
界のともだち８ケニア』を上梓。2016年から移動映画館プロジェクト
「cinema starsアフリカ星空映画館」を主宰する。

カメルーン
エデア

カフェ・アバカール

後
ま
た
夕
方
６
時
か
ら
夜
の
10
時
ぐ
ら

い
ま
で
営
業
す
る
ん
だ
。
メ
ニ
ュ
ー
は

昼
も
夜
も
同
じ
だ
よ
」

　
ア
バ
カ
ー
ル
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
の

で
、
彼
の
店
で
は
お
酒
は
出
さ
な
い
。

定
番
メ
ニ
ュ
ー
は
、
オ
ム
レ
ツ
と
バ
ゲ

ッ
ト
、
新
鮮
な
ア
ボ
カ
ド
た
っ
ぷ
り
の

サ
ラ
ダ
、
そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
リ
ン

ク
の
「
カ
フ
ェ
・
ア
バ
カ
ー
ル
」。
牛
肉

と
香
味
野
菜
、
ス
パ
イ
ス
た
っ
ぷ
り
の

ス
ー
プ
も
あ
る
。
最
近
は
セ
ネ
ガ
ル
料

理
も
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
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う
の
は
、
近
頃
増
え

た
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
だ
と
い
う
。
け

れ
ど
、
こ
の
店
に
は
、
彼
の
出
会
い
に

満
ち
た
人
生
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

仕事帰りにカフェ・アバカールに寄ったサンドリーヌは、しばし雨宿りを
してから出て行った

カフェの店主、アバカール。一人で始めた店を、
今はスタッフや家族と切り盛りしている

桜木 奈央子（さくらぎ なおこ）

1977年、高知県出身。2001年よりアフリカに通い始める。フォトエッセイ
『かぼちゃの下でーウガンダ戦争を生きる子どもたち』、写真絵本『世
界のともだち８ケニア』を上梓。2016年から移動映画館プロジェクト
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６
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ニ
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。
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ボ
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ク
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」。
牛
肉

と
香
味
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菜
、
ス
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ぷ
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。
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。



アバカールの娘アイーシャは12歳。
学校が休みの時期はカフェを手伝う
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　「
昔
は
、
こ
の
店
で
デ
ー
ト
し
て
オ
ム

レ
ツ
を
食
べ
る
の
が
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た

ん
だ
よ
。
高
校
生
の
と
き
、
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
と
一
緒
に
こ
の
オ
ム
レ
ツ
を
食

べ
に
来
た
な
あ
」
と
、
客
の
一
人
が
話

し
て
く
れ
た
。

　「
カ
フ
ェ
・
ア
バ
カ
ー
ル
」
は
エ
デ
ア

に
初
め
て
で
き
た
カ
フ
ェ
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
中
部
に
位
置
し
、
ギ

ニ
ア
湾
に
面
す
る
カ
メ
ル
ー
ン
。
そ
の

　
出
勤
前
の
腹
ご
し
ら
え
や
ラ
ン
チ
の

ほ
か
、
町
に
出
た
帰
り
に
ち
ょ
っ
と
一

息
つ
き
た
い
と
き
や
お
腹
が
空
い
た
と

き
、
人
々
は
カ
フ
ェ
・
ア
バ
カ
ー
ル
に

立
ち
寄
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
一
人
で
、
ま
た
は
友
人
た
ち
と
、
食

事
や
飲
み
物
を
楽
し
む
。
か
つ
て
店
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
青
年
た
ち
は

大
人
に
な
り
、
客
と
し
て
ア
バ
カ
ー
ル

が
焼
い
た
オ
ム
レ
ツ
を
食
べ
に
来
る
。

店
に
は
、
親
密
で
温
か
い
空
気
が
流
れ

て
い
る
。

　「
今
は
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
店
を
切
り

盛
り
し
て
い
て
、
学
校
が
休
み
の
時
期

は
娘
や
息
子
た
ち
も
手
伝
い
に
来
て
く

れ
る
」。
そ
う
語
る
ア
バ
カ
ー
ル
の
一
日

は
と
て
も
忙
し
い
。
朝
、
店
を
開
け
て
、

焼
き
た
て
の
バ
ゲ
ッ
ト
を
買
い
込
み
、
市

場
へ
食
材
を
仕
入
れ
に
行
く
。
店
に
戻
る

と
す
ぐ
に
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
、
野
菜
を

切
っ
た
り
、
オ
ム
レ
ツ
を
焼
い
た
り
、
ス

ー
プ
を
仕
込
ん
だ
り
す
る
。
仕
事
の
合
間

に
近
く
の
モ
ス
ク
に
お
祈
り
に
行
く
こ
と

も
あ
る
し
、
常
連
客
と
話
し
込
む
こ
と
も

あ
る
。

　
エ
デ
ア
の
市
庁
舎
で
働
い
て
い
る
サ

ン
ド
リ
ー
ヌ
は
、「
仕
事
の
帰
り
に
、時
々

こ
の
カ
フ
ェ
に
寄
る
の
」
と
言
う
。
こ

の
日
は
、
た
っ
ぷ
り
砂
糖
を
入
れ
た
熱

い
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
雨
が
止
む
の

を
待
っ
て
い
た
。
他
の
客
が
い
な
い
と

き
は
ア
バ
カ
ー
ル
も
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル

に
着
き
、
共
通
の
友
人
の
近
況
や
最
近

町
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
談
笑
す

る
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
サ
ン
ド
リ
ー
ヌ
は
「
ま
た
来
る
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わ
ね
」
と
言
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残
し
て
帰
路
に
つ
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た
。
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歳
で
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の
店
を
開
い
て
、
店
を
大

き
く
し
た
り
移
転
し
た
り
す
る
う
ち
に
、

妻
と
出
会
っ
て
結
婚
し
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子
ど
も
が
生

ま
れ
て
成
長
し
て―

―

本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
。
最
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一
人
で
始
め

た
店
だ
け
ど
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こ
こ
で
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く
さ
ん
の
友

玄
関
口
で
あ
る
ド
ゥ
ア
ラ
国
際
空
港
か

ら
町
の
雑
踏
を
抜
け
、
し
っ
と
り
と
し

た
熱
帯
雨
林
に
挟
ま
れ
た
道
を
車
で
３

時
間
ほ
ど
走
る
と
、
エ
デ
ア
に
着
く
。

カ
フ
ェ
は
こ
の
町
の
中
心
部
に
あ
る
。
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０
０
０
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万
１
０
０
０
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。
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う
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。
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。



Dance

色鮮やかなモニキム・ダンスの衣装を身に着けた女性たち

モニキム・ダンス

祝い事に欠かせない踊りといえば

カメルーンの日常食といえば

カメルーンの文化を
知ろう！

　カメルーンの食卓に欠かせないのが、さまざまな豆料理（アリコ）
だ。朝はベニエ（ドーナツ）と共に、昼はパンに挟んで、夜はご飯を添
えて、と手を変え品を変え具を変えて登場する。主な材料は豆とタマ
ネギ、トマト、パーム油、そしてさまざまな野菜。
　肉はたいてい入っていないが、野菜が入っていれば野菜の甘さが引
き立ち、野菜が少なめでさっぱりした塩味のものはパンに挟むとちょ
うどいい。白インゲンを使ったものはちょっとぜいたくな印象など、家
でも屋台でもそれぞれに個性があるのが特徴だ。青年海外協力隊の
吉田詩甫子さんは、「朝は甘くないベニエと一緒に食べますが、アリ
コの塩味とベニエがとてもよくマッチします」と話してくれた。

【RE C I P E】
●材料（１皿分）
インゲン豆200ｇ／タマネギ１と４分の１個／トマト３個／ニンジン小２本／サヤイ
ンゲン50ｇ／ニンニク、ショウガ各１片／トマトピューレ70ｇ／サラダ油（できれば
パーム油）適量

豆は２～３度水を変えながらよく洗い、１リットルの水に一晩つけておく。
つけておいた水ごと火に掛け、やわらかくなるまで（30～40分）煮て、ゆで汁
を切る。
タマネギの４分の１個、ニンニク、ショウガをすり下ろす。トマト２個はつぶす。
タマネギ１個とトマト１個を細かく切る。
鍋にたっぷりの油を熱し、❸と❹を加えてよく炒める。タマネギに火が通って
きたら、ゆで汁を切ったインゲン豆を加える。水カップ１杯を加え、汁気がな
くなるまで煮る。
パンやご飯など、好みの主食に添えて召し上がれ！

❶
❷

❸
❹
❺

❻

アリコ

地球ギャラリー

朝はベニエ（ドーナツ）に添えて食べる。ベニエは小麦粉を使ったものだけではなく、トウモロ
コシやキャッサバ、さらには豆の粉を使うものも

ご飯に添えれば、立
派な夕飯のメニュー
にも

　カメルーンの南西州にあるマニウ地区では、成人したばかりの
若い女性がモニキムと呼ばれるダンスを踊る伝統がある。モニキ
ムは体全体を使って踊る激しいダンス。魅力的な腰使いで踊れる
ことは女性らしさ、ひいては健康で眉目秀麗な子どもを生む能力
を象徴していたため、この踊りは未来の夫探しに向けた女子から
のアピールでもあったのだ。
　こうした理由から、かつてはモニキムを踊ることが許されるのは
若い女性に限られていたが、今は女性であれば誰でも踊れるよう
になったという。男性がドラムや笛、鐘を演奏する中、女性がグル
ープを組んで踊る。リーダーとなるのは、踊り手の最年長者。踊り
の由来となったモニキムと呼ばれる担ぎ物を持って先頭に立つ。
　縁起の良いダンスとされているモニキムは、今ではあらゆるお祝
い事の場で披露されている。地元の有力者の出世祝いなど、あら
かじめ告知が出されるような祝賀会はもちろん、人々の結婚式や
出産などを祝うときにもしばしば披露される。祝い事の規模が大
きければ大きいほど、踊る女性の数も多くなる。１曲10分から15
分のモニキム・ダンスだが、マニウ地区の人々にとっては民族の伝
統に改めて誇りを感じる、またとないイベントのようだ。

取材協力：Stella Agborさん（JICAカメルーン事務所）

取材協力：吉田詩甫子さん
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新 着 情 報

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

2017年／アメリカ／98分
監督：ボニー・コーエン、ジョン・シェンク
出演：アル・ゴア
公開：11月17日（金）より、TOHOシネマズみゆき座（東京都千代田区）他にて
　　  全国公開
URL：futsugou2.jp/
配給：東和ピクチャーズ

B  OOK

『クリーンダッカ・プロジェクト
ゴミ問題への取り組みがもたらした社会変容の記録』
バングラデシュの首都ダッカは、目覚ましい経済成長の裏でゴミ
問題が深刻化している。日本は2000年から15年にわたり、短
期専門家の派遣、技術協力プロ
ジェクトの実施、青年海外協力
隊やシニア海外ボランティアの
派遣など、さまざまな支援を続け
てきた。住民参加型のアプロー
チで目指したのは、廃棄物処理
を自分の問題として考えてもらう
こと。家庭からのごみの出し方と
いう住民の生活習慣が変わるま
での軌跡がつづられた一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

話題の達人倶楽部 編
青春出版社
756円(税込)

石井明男・眞田明子 著
佐伯印刷
1,620円(税込)

『不都合な真実２：放置された地球』
2006年に公開され、世界中に気候変動への警鐘を鳴らした前作
から10年。アル・ゴア元米国副大統領は、気候変動に取り組む若
者のネットワークを構築したり国際的な環境政策に影響を及ぼした
りと、精力的に活動を続けている。人間の知恵と情熱により、気候
変動による危機は乗り越えられる――。その揺るぎない信念を持ち
続け、世界中を飛び回る彼
の舞台裏に密着したドキュ
メンタリー。気候変動を抑
えるための取り組みがどれ
ほど進んだかを垣間見るこ
とができる。

『おきなわ国際協力・交流フェスティバル2017（沖縄）』
『国際フェスタ2017（広島）』
JICA沖縄国際センターでは、毎年恒例の『おきなわ国際協力・交流
フェスティバル2017』を開催。国際協力団体の活動発表の他、各国
からの研修員との交流など、楽しみながら国際協力を体験できる。一
方、広島で開催される『国際フェスタ2017』は、主に広島市内で国際
交流・協力活動を続けている市民団体や企業などが毎年開催してい
るイベントで、今年で18回目を迎える。ボビー・オロゴンさんがナイジェ
リアについて教えてくれるトークショーや各団体の活動紹介、世界の文
化に触れる体験コーナーなど、子どもから大人まで楽しめる内容だ。

【おきなわ国際協力・交流フェスティバル2017】
会期：11月18日（土）9:30～18:00
会場・問：JICA沖縄国際センター 
URL：www.jica.go.jp/okinawa/enterprise/kaihatsu/festival/
TEL：098-876-6000

【第18回国際交流・協力の日 国際フェスタ2017】
会期：11月19日（日）10:00～16:00
会場：広島国際会議場、平和記念公園、平和大通り緑地帯（広島国際会議場南側）
URL：www.pcf.city.hiroshima.jp/ircd/info/oshirase-naiyou-293-kokusai-
　　  fesuta2017.html
問：公益財団法人広島平和文化センター（国際部国際交流・協力課）
TEL：082ｰ242-8879

ⓒ 2017 Paramount Pictures. All Rights Reserved.

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『日本人の9割が答えられない
 世界地図の大疑問100』
「アフリカ大陸の最南端は喜望峰じゃなかった？」「海がないの
に海軍がある国があるってホント？」「タイの首都バンコクの名前
がやたらに長いのはなぜ？」。世
界地図をつぶさに見ていくと、新
しい発見があったり、常識と思っ
ていたことが実は違ったりする。
そんな疑問や謎、不思議の数々
を100個集めた本書には、世界
の国 を々身近に感じられる地図
雑学がつまっている。
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◎応募締切：2017年12月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

次号予告（2017年12月１日発行予定）

社会福祉
少子高齢化や介護の担い手不足などの問題を抱える日本。高齢者も
障害者も、誰もが暮らしやすい社会づくりは、近年、アジアを中心とした開
発途上国でも重要なテーマとなっています。全ての人が自分らしく生き
るための取り組みを紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① タイのビーチサンダル
② 書籍『クリーンダッカ・プロジェクト
　  ゴミ問題への取り組みがもたらした社会変容の記録』 （p37参照）
③ 書籍『日本人の９割が答えられない
　　　　世界地図の大疑問100』 （p37参照）
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以
前
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
少
し
ば
か
り
経
験
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
タ
ン
ク
の
空
気
を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り

す
る
呼
吸
音
し
か
聞
こ
え
な
い
海
の
中
で
、
色
と
り
ど
り
の
サ
ン

ゴ
礁
の
合
間
を
、
木
の
葉
の
よ
う
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
泳
ぐ
小
さ
な
魚
同

士
が
突
つ
き
合
い
け
ん
か
す
る
様
子
を
見
て
、「
こ
こ
に
も
生
活

が
あ
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
も
の
で
す
。
海
の
中
の
静
か
な
生
活
を

壊
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
海
中
を
漂
う
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
の
人
間
の
生
活
ご
み
を
、
一
つ
、
二
つ
、
拾
っ
て
は
持

ち
帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
て
油
が
流
出
」「
ミ
サ
イ
ル
が
海
に
落

下
」。
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
、
人
命
が
失
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
安
堵
し
つ
つ
も
、
そ
の
海
域
は
一
体
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ
し
た
黒
い
油

に
覆
わ
れ
た
真
っ
暗
な
世
界
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
―
―
。

　

ま
ず
必
要
に
な
る
の
は
、
海
洋
汚
染
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
上
保
安
庁
の
協
力
の
下
、
油
防
除
の
技
術

な
ど
に
関
す
る
協
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
洋
環
境
保
全
と
い
う
意
味
で
は
、
水
産
資
源
の
適
切

な
管
理
も
重
要
で
す
。
最
近
、
近
畿
大
学
と
豊
田
通
商
が
、
卵
か

ら
成
魚
ま
で
人
工
育
成
す
る
完
全
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
「
近
大
マ
グ

ロ
」
と
、
完
全
養
殖
ブ
リ
の
海
外
輸
出
を
本
格
的
に
始
め
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
水
産
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
を
実
現
す
る

た
め
に
、
知
恵
と
技
術
を
駆
使
し
て
世
界
に
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
も
、
世
界
有
数
の
水
産
物
消
費
国
で
あ
る
日
本
が
貢
献
で
き
る

分
野
だ
と
考
え
ま
す
。

　

地
球
の
表
面
積
の
お
よ
そ
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
地
球
の
生

命
維
持
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
海
洋
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
、
人
類
の
将
来
に
も
関
わ
る
こ
と
で
す
。
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
事
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
か
ら

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広
報
室
報
道
課
長 

竹
田
幸
子
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あ
ん 

ど

The Magazine of the Japan International Cooperation Agency 11
2017 NovemberNo.50

［ムンディ］

豊かな海を未来へ
特集  海洋保全

November 2017                       38



Vol.109  タイ

タイと逗子をつなぐビーチサンダル

©Yuki Asada

　「サバイサバイ（ゆっくり、快適に）」。
事業の成功やお金を稼ぐことよりも、穏
やかで快適な暮らしこそ本当に大切なも
の。そんなタイの人々の考え方に感銘を
受けたと話すのは、神奈川県逗子市にあ
るフェアトレードセレクトショップ「Fair
trade & Organics @MARE」の店主、
磯野昌子さん。2016年にフェアトレードタ
ウンに認定された逗子市らしい商品をと、
子どもからお年寄りまで履けるビーチサ
ンダル“Rubb&Peace”を作っています。
　目指したのは、生産の過程で労働者
や環境が犠牲にならず、これを買うこと
で誰かの役に立てる商品でした。そこ
で、素材にはタイ産の天然ゴム100％を使
い、中でも鼻緒の一部には生産者や生
産地を農薬から守るオーガニックの天然

ゴムを使用しています。ビーチサンダルは
合成ゴムによる石油製品がほとんどです
が、Rubb& Peaceはたとえ海に流されて
も自然に戻ります。環境に優しく、やわら
かくて履き心地が良いのが魅力です。
　タイのゴム生産者やサンダル工場、日
本企業、逗子市内の市民団体など、たく
さんの縁がつながって生まれた、自然と
海を愛する人のためのビーチサンダル。
売上の一部は、タイ北部のチェンマイに
あるHIV／エイズ孤児や親が育てられな
い子どものための養護施設「バーンロム
サイ」に寄付され、いつか海に行きたいと
いう子どもたちの夢を支えています。
 「これからも地域と世界をつなげる商品
を作り、モノを販売するだけでなく、そこ
にある物語を伝えていきたいです」

適正な労働条件の下、自然のサイクルに合わせて暮ら
す天然ゴム生産者

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Th
ailand

November

2017. NO.109

★

★

男性用ビーチサンダルを１人にプレゼント！→詳細
は38ページへ

商品は「Fair trade & Organics @MARE」の店頭
などで購入できます。
https://www.amarefto.com/

チェンマイ
タイ
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　昔から、支配人の人柄が反映された
個性的なミニシアターが好きで、全国
の劇場の情報を集めていました。東日
本大震災の後、そうした劇場も被災し
て次 と々なくなっていったことを知った
んです。“娯楽”の仕事は災害があれ
ば自粛、映画を楽しむのはぜいたく。
そんな風に捉えられ、被災地では劇場
や映画を体験することが難しくなって
いると感じました。でも、そういうときこ
そ、息抜きの娯楽が必要なはず。かつ
てバックパッカーとして世界を回ったと
きに見掛けた移動遊園地や移動図書
館に着想を得て、公民館などで“移動
映画館”を始め、東北や熊本の被災地
で映画を上映してきました。
　振り返れば、僕が１歳のときに両親
が映画館に連れて行ってくれたのが、
映画との出会いです。そのとき、映画館
という独特の空間に衝撃を受けたので
すが、日本で移動映画館をすると、今
でも毎回、同じような体験をしてくれる
人がいます。でも海外、特に開発途上
国では映画が与えるインパクトは日本

とはまったく違います。
　今年１月、マダガスカルの学校で教
壇に立っている青年海外協力隊の女性
を訪問しました。初めてのアフリカで、
現地の言葉も分からない中、見たこと
のない風景や食文化は刺激的でした。
学校の子どもたちとは、もちろん言葉
は通じないのですが、協力隊の方の仲
立ちやジェスチャーを通して、２日目に
は意思疎通ができるようになりまし
た。ここで、僕が子どもたちと挑戦した
のが映画作りです。
　この小学校は最寄りの公道から歩い
て40分。多くの子どもたちは映画を見
たことがなく、ましてや作ったことなど
ありません。そんな子どもたちが手分
けして、カメラを回し、監督して、自ら演
じた映像。映画作りが、子どもたちに
とって新たな世界の窓となり、世の中
にはこんな仕事、こんな生き方もある
のだと知るきっかけになるのではと
思ったんです。選択肢があることを知
らなければ、人は新しい生き方を選ぶ
ことはありません。世界への窓を開き、

どんな生き方であれ、自分の意思で選
び取る権利を子どもに与えるのは、僕
たち大人の責任ではないでしょうか。
　自ら作った映画を見ている子どもた
ちの笑顔を眺めながら、世界中の子ど
もたちに映画を届けるのが自分の天命
だと感じました。考えてみれば、今はス
マートフォンと携帯プロジェクターで、
世界のあらゆる場所が劇場になる、便
利な時代です。早速、誰でも、どこでも
上映できる著作権フリーの短編映画作
りに取り掛かり、９月に完成しました。
内容は、映画という窓を通してさまざま
な世界を旅する子どもの物語。この映
画を携え、海外でも移動映画館を実現
するために、いろいろな方の協力を仰
いでいます。

私の 未来を映す窓を、全ての子どもたちに

俳優、フィルムメーカー   斎藤 工

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

SAITOH Takumi

PROFILE 
沢木耕太郎の紀行小説『深夜特急』に憧れ、世界各
地のモデル事務所に所属しながらバックパッカーとし
て世界を旅する。俳優としてデビュー後は映画やドラ
マなどで幅広く活躍。近年は、自らメガホンも握ってい
る。写真は、マダガスカルで子どもたちに映画撮影を
指導したときのもの。

©和田 浩


